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本市は、鈴鹿の山々から琵琶湖まで広大な市域を有し、これまで多様性のある自然と

千年を超える歴史、文化、伝統が蓄積されてきた特徴をいかしたまちづくりを進めると

ともに、素晴らしい東近江市をつくるため、中心市街地活性化、積極的な企業誘致、地

域医療の機能強化など、10年、20年先を見据えた施策を進めてきました。 

 

令和４年度は、第２次総合計画後期基本計画の初年度として、これまで取り組んでき

た前期基本計画の成果と課題を十分検証した上で、過去の固定観念にとらわれず効果的

かつ、独自性の高い施策の立案を行うこととしたところです。市域全体を見渡し、市民

の声に耳を傾け、将来に禍根を残さないよう地域経済の活性化や都市基盤整備、農業を

はじめとする産業の育成、商工業の振興、子育て環境・教育の充実をはじめ、こうした

取組により地域資源を磨き上げ、東近江市の特徴をよりいかし、市民が本市に愛着と誇

りを持って、質の高い暮らしを享受できるよう取り組みます。 

また、新型コロナウイルス感染症対策については、これまでの経験を踏まえ、必要な

方へ必要な時期に支援ができるよう、国などの財源を有効活用しながら感染症の拡大防

止と社会経済活動の回復を最優先に総力をあげて取り組んでいきます。 

 

予算編成においては、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化している中、企業収

益が回復基調といわれているものの、安定した市税収入は見込み難く、厳しい予算編成

となりました。 

このような状況にあっても、これまで進めてきた地方創生の取組はもとより、多様性

のある豊かな地域資源を最大限いかした施策を継続発展させる取組は遅滞なく推し進め

ていかなければなりません。そのため、施策の推進と財政の健全性の維持の両立を図り

ながら、強く豊かな東近江市の創生に向け、一般会計予算488億円、一般会計のほか、

６つの特別会計、３つの企業会計を合わせた総予算規模は797億 2,361万６千円としま

した。 

 

 

  

１ 令和４年度当初予算の概要 
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(1) 各会計別当初予算額 

（単位:千円、％） 

 
※令和３年度一般会計予算額には、６月補正予算を含んでいます。（以降、同様） 
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(2) 一般会計当初予算の概要  

 

 

  

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

1 ○ 市税 16,385,750 33.6 15,702,550 31.8 683,200 4.4

2 地方譲与税 367,726 0.8 360,000 0.7 7,726 2.1

3 利子割交付金 13,000 0.0 13,000 0.0 0 0.0

4 配当割交付金 60,000 0.1 55,000 0.1 5,000 9.1

5 株式等譲渡所得割交付金 70,000 0.1 50,000 0.1 20,000 40.0

6 法人事業税交付金 279,000 0.6 200,000 0.5 79,000 39.5

7 地方消費税交付金 2,400,000 4.9 2,300,000 4.7 100,000 4.3

8 ゴルフ場利用税交付金 25,000 0.1 25,000 0.1 0 0.0

9 環境性能割交付金 58,000 0.1 40,000 0.2 18,000 45.0

10 地方特例交付金 100,000 0.2 536,500 1.2 △ 436,500 △ 81.4

11 地方交付税 11,000,000 22.5 10,100,000 20.4 900,000 8.9

12 交通安全対策特別交付金 16,000 0.0 16,000 0.0 0 0.0

13 ○ 分担金及び負担金 82,966 0.2 86,863 0.2 △ 3,897 △ 4.5

14 ○ 使用料及び手数料 443,448 0.9 436,142 0.9 7,306 1.7

15 国庫支出金 6,244,447 12.8 6,578,250 13.3 △ 333,803 △ 5.1

16 県支出金 3,688,573 7.6 3,564,954 7.2 123,619 3.5

17 ○ 財産収入 102,642 0.2 161,518 0.3 △ 58,876 △ 36.5

18 ○ 寄附金 561,521 1.2 513,145 1.0 48,376 9.4

19 ○ 繰入金 3,991,346 8.2 3,811,478 7.7 179,868 4.7

20 ○ 繰越金 200,000 0.4 362,195 0.7 △ 162,195 △ 44.8

21 ○ 諸収入 1,238,381 2.5 1,262,705 2.6 △ 24,324 △ 1.9

22 市債 1,472,200 3.0 3,214,700 6.5 △ 1,742,500 △ 54.2

23 48,800,000 100.0 49,390,000 100.0 △ 590,000 △ 1.2

24 ○　うち自主財源 23,006,054 47.1 22,336,596 45.2 669,458 3.0

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

25 個人市民税 5,176,000 31.6 5,095,000 32.4 81,000 1.6

26 法人市民税 1,059,450 6.5 893,450 5.7 166,000 18.6

27 固定資産税 8,532,700 52.1 8,116,500 51.7 416,200 5.1

28 軽自動車税 449,000 2.7 437,000 2.8 12,000 2.7

29 市たばこ税 660,000 4.0 660,000 4.2 0 0.0

30 入湯税 8,000 0.0 9,000 0.1 △ 1,000 △ 11.1

31 都市計画税 500,600 3.1 491,600 3.1 9,000 1.8

32 16,385,750 100.0 15,702,550 100.0 683,200 4.4

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

33 辺地対策事業債 30,400 2.1 29,200 0.9 1,200 4.1

34 臨時財政対策債 743,000 50.5 2,300,000 71.5 △ 1,557,000 △ 67.7

35 合併特例事業債 663,800 45.1 836,200 26.0 △ 172,400 △ 20.6

36 市営住宅整備事業債 35,000 2.4 49,300 1.5 △ 14,300 △ 29.0

37 1,472,200 100.0 3,214,700 100.0 △ 1,742,500 △ 54.2

※構成比については、それぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しない場合があります。

合計

合計

（市債の内訳） （単位：千円、％）

令和４年度 令和３年度

合計

（市税の内訳） （単位：千円、％）

令和４年度 令和３年度

【歳入】 （単位：千円、％）

令和４年度 令和３年度
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差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

1 281,117 0.6 280,331 0.6 786 0.3

2 5,747,072 11.8 5,410,534 11.0 336,538 6.2

3 17,802,780 36.5 17,662,923 35.8 139,857 0.8

4 4,457,331 9.1 4,837,712 9.8 △ 380,381 △ 7.9

5 105,151 0.2 108,947 0.2 △ 3,796 △ 3.5

6 2,300,651 4.7 2,341,263 4.7 △ 40,612 △ 1.7

7 1,161,198 2.4 1,415,217 2.9 △ 254,019 △ 17.9

8 3,335,255 6.8 3,294,306 6.7 40,949 1.2

9 1,568,301 3.2 1,613,051 3.3 △ 44,750 △ 2.8

10 5,172,587 10.6 5,372,178 10.9 △ 199,591 △ 3.7

11 災害復旧費 0 0.0 0 0.0 0 -

12 6,041,120 12.4 6,208,013 12.6 △ 166,893 △ 2.7

13 627,437 1.3 545,525 1.1 81,912 15.0

14 200,000 0.4 300,000 0.6 △ 100,000 △ 33.3

15 48,800,000 100.0 49,390,000 100.0 △ 590,000 △ 1.2

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

16 □ 9,934,763 20.4 10,040,739 20.3 △ 105,976 △ 1.1

17 8,190,422 16.8 8,240,779 16.7 △ 50,357 △ 0.6

18 260,300 0.5 277,450 0.6 △ 17,150 △ 6.2

19 □ 9,221,817 18.9 9,069,210 18.4 152,607 1.7

20 補助費等 6,681,911 13.7 7,278,731 14.7 △ 596,820 △ 8.2

21 一部事務組合 2,784,323 - 2,656,509 - 127,814 4.8

22 その他 3,897,588 - 4,622,222 - △ 724,634 △ 15.7

23 普通建設事業費 2,211,277 4.5 2,746,590 5.6 △ 535,313 △ 19.5

24 補助事業 1,172,414 - 894,940 - 277,474 31.0

25 単独事業 1,038,863 - 1,851,650 - △ 812,787 △ 43.9

26 災害復旧事業費 0 0.0 0 0.0 0 -

27 □ 6,041,120 12.4 6,208,013 12.6 △ 166,893 △ 2.7

28 627,172 1.3 545,012 1.1 82,160 15.1

29 805,904 1.7 94,925 0.2 710,979 749.0

30 4,625,314 9.5 4,588,551 9.3 36,763 0.8

31 200,000 0.4 300,000 0.6 △ 100,000 △ 33.3

32 48,800,000 100.0 49,390,000 100.0 △ 590,000 △ 1.2

33 25,197,700 51.6 25,317,962 51.3 △ 120,262 △ 0.5

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

34 5,856,930 97.0 5,969,111 96.2 △ 112,181 △ 1.9

35 184,190 3.0 238,902 3.8 △ 54,712 △ 22.9

36 6,041,120 100.0 6,208,013 100.0 △ 166,893 △ 2.7

※構成比については、それぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しない場合があります。

利子償還金

合計

（公債費の内訳） （単位：千円、％）
令和４年度 令和３年度

元金償還金

人件費

物件費

維持補修費

扶助費

公債費

積立金

貸付金・出資金

繰出金

予備費

合計

□　うち義務的経費

予備費

合計

【歳出】　性質別 （単位：千円、％）

令和４年度 令和３年度

諸支出金

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

【歳出】　目的別 （単位：千円、％）

令和４年度 令和３年度
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２ 主要施策の取組 
 

 第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の柱立てに沿った主な予算の概要は次のとお

りです。 
 

基本⽬標１ 働き住み続けたい活⼒ある東近江市の創⽣           

１ 企業立地の促進と雇用の創出を実現します 

 地域産業の振興と雇用及び定住の促進を目的として、新たな企業の進出や既存企業の

規模拡大、市民の雇用に対して企業立地奨励金等により市内企業を支援します。 

 

２ 中心市街地のにぎわい創出と商工業の活気を増進します 

 交通結節点である近江鉄道八日市駅周辺の活力

とにぎわいの創出に向け、官民連携で取り組んで

いる駅前複合ビルについて、観光交流施設として

１階部分を取得するとともに八日市商工会議所の

事務所取得に対する支援を行います。併せて、観光

バス乗降場や時間貸駐車場を含む駅前広場を整備

します。 

また、企業版ふるさと寄附を活用して、中心市街地で開業を目指している事業者がチ

ャレンジできる環境整備や地域の空店舗と起業者をつなぐ取組を始めます。 

商店街等の活性化では、市内事業所又は店舗での消費を促し、市内循環を図ることに

より経済の好循環及び雇用を守ることを目的に新たに地域商品券を発行します。 

 

３ 農林水産業の生産振興と高付加価値化を促進します 

 魅力があり稼げる強い農業の実現に向け、コメ中心の生産から収益性の高い野菜生産

への転換・拡大に対し支援を行います。また、関係機関と連携した新規就農者への総合

的なサポート体制の構築、経営の継承や発展への

支援、集落営農組織の活性化等に取り組みます。 

 農業基盤整備では、国営土地改良事業の採択に

向けた調査・計画を進めるとともに、地域農業継続

に不可欠なスマート農業普及拡大を図るため、市

内のほ場において先端技術の実証を行います。  

無人田植機 

整備後の八日市駅前（イメージ） 
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基本⽬標２ ⾏きたい住みたい魅⼒ある東近江市の創⽣            

１ 東近江市の魅力を発信し新しいひとの流れをつくります 

 本市の歴史や文化、産業に磨きをかけるなど、観光資源のブランド化に取り組みます。

また、インバウンド需要の回復を見据え、市内の医療

機関が提供する高度な医療を求めて来日した患者や

その家族の滞在時間を活用した医療ツーリズムに取

り組みます。 

物産振興では、近江匠人認証制度による物産振興を

始め、ふるさと納税制度を活用して本市の物産を積極

的にＰＲします。 

 

２ 豊かな自然資源や奥深い歴史文化をいかした観光施策を推進します 

令和４年は、聖徳太子の薨去から1400年の節目を迎えることから、聖徳太子に所縁の

ある神社仏閣と連携し、近江の聖徳太子魅力発信事業を実施するほか、四季折々のイベ

ントの開催支援やイベント誘致による市内への誘客に取り組みます。また、鈴鹿山脈か

ら琵琶湖までのスケールメリットをいかし、本市の豊かな自然を体感し、自然の大切さ

について考えるSEA TO SUMMIT2022を開催します。 

エコツーリズムの推進では、エコツアーガイドの育成やエコツ

アーの実施、新規事業者の参入を支援することで、森里川湖の歴

史の中で育まれてきた原風景をいかす仕組みづくりを行います。 

 

 

 

３ 暮らしに潤いをもたらす文化的環境を整備します 

 市内各地域にある歴史文化資源を取り上げ、民間を含む博物館ネットワークを構築す

ることにより複層的に事業を展開するとともに、複数の博物館を拠点として周辺の歴史

文化資源へといざなう仕組みづくりに取り組みます。 

 加えて、国土の７割を占める森林が長く放置されて

きたことは、今日の環境・防災面で大きな課題となっ

ており、山の文化、森で育まれた人々のくらしに原点

回帰することが重要であり、山の文化、森の文化を継

承し、情報発信する施設の整備に向け、施設のコンセ

プトやその立地を検討する基本設計を行います。  

蒲生医療センターに導入されたリニアック 

近江の聖徳太子魅力発信事業 

 マスコットキャラター 近江たいしくん 

豊かな森の文化資源の活用 
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基本⽬標３ 若い世代が希望をかなえる夢のある東近江市の創⽣       

１ 結婚・妊娠・出産・子育てをサポートします 

結婚に係る支援では、若者が結婚し、希望を持って地域に定着することを目指して、

婚活に取り組んでいるまちづくり協議会等への支援を始め、民間事業者等が実施する出

会いの場を創出するイベントを支援します。 

 妊娠から出産までの支援では、不妊治療や不育症治療に取り組む方々を支援するとと

もに、産後、心身の不調や育児不安を抱える母親の身体的回復と心理的な安定を促進す

るなど、母子とその家族が健やかな育児ができるよう支援します。 

 子育て期においては、満１歳未満児を養育する

家庭を対象に、専門の宅配員が声かけをしながら

おむつ等を宅配することで、子育て世帯の見守り

と経済的な負担軽減を図るほか、地域子育て支援

拠点において乳幼児をもつ保護者の不安解消や子

育て情報を提供します。また、中学校３年生まで

の子どもの医療費を助成します。 

 

２ 子育て・教育環境を充実します 

 幼少期から身近な自然にふれ、楽しむことを通じて、地域への愛着心を育むことを目

的に里山保育を順次拡大していきます。また、夏期休業期間を活用して、市内の小学生

が地域の歴史文化や豊かな自然の中での体験を

通じて郷土愛を育む事業に新たに取り組みます。 

 小中学校教育においては、子どもたちの確かな

学力を育み、向上を図るための取組を進めるとと

もに、国が進めるＧＩＧＡスクール構想を推進し、

タブレット端末を活用した各種学習に対応でき

る環境を充実します。 

 

 

  
市内での里山保育の様子

見守りおむつ宅配便 
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基本⽬標４ 誰もが安⼼して暮らせる豊かな東近江市の創⽣         

１ 地域を結ぶ道路等の都市基盤整備・輸送機能を強化を図ります 

 市道の整備や道路等の長寿命化、通学路の安全対策を着実に進め、安心して利用でき

る道路環境を整えるとともに、名神高速道路黒丸パーキングエリアに新設するスマート

インターチェンジの調査設計を実施します。 

公共交通の分野では、将来にわたり公共交通機

関の維持確保を図るため、近江鉄道の運賃割引特

別乗車券発行を始め、その維持存続のために県や

沿線市町と協議を進めます。また、ちょこっとバ

スの利便性を高めるため、バス利用者がスマート

フォンなどからバスの運行状況等がわかるバスロケーションシステムを導入します。 

 

２ 長期的な視点で施設等の管理や空家対策を進めます 

市内で増加する空家への対策として、新たに設置した住まい創生センターにおいて専

門家の力を結集して空家の利活用を促進します。 

 

３ 安心して暮らせるまちをつくります 

 消火活動のみならず、地震や風水害等の災害時に非常に重要な役割を果たす消防団員

の報酬を増額するなど、その活動を支援します。 

 

４ 健康・福祉・医療を充実し暮らしを支えます 

 障害者支援では、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス提供のほか、医療的ケ

アが必要なためスクールバスに乗れない児童生徒の通学を支援することで、保護者の負

担軽減を図ります。 

 高齢者支援では、介護保険サービスの充実を図るため、新たに地域密着型サービス事

業所の整備を行う事業者への支援を始め、地域住民と医療や福祉の専門職が、地区に応

じた人材、場所、情報を活用して支え合う地域づくりを進めます。 

 がん患者等への支援では、ウィッグや補整下着の購入に対する助成や骨髄等移植ドナ

ー登録者等への助成を実施します。 

 地域医療分野では、東近江医療圏域において設置する地域医療連携推進法人において、

医療機関相互間の機能の分化を進めるなど、質の高い医療提供体制を確保します。 

  

名神高速道路黒丸パーキングエリア
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３ 特別会計・企業会計当初予算の概要 
 

(1) 特別会計・企業会計の主な事業内容 

 

  

会計名 予算額

保険給付費 7,167,246 国民健康保険料（税） 1,857,759

国民健康保険事業費納付金 2,588,238 県支出金 7,357,705

保健事業費 130,037 繰入金 921,494

施設整備・管理費等 79,828 診療収入 5,753

医業費 22,022 繰入金 167,095

公債費 121,024

広域連合納付金 1,355,604 後期高齢者医療保険料 1,042,103

繰入金 311,396

保険給付費 8,081,380 介護保険料 1,892,413

地域支援事業費 367,092 国庫支出金 2,016,535

支払基金交付金 2,252,387

施設管理費 700,685 農業集落排水施設使用料 265,130

公債費 576,140 繰入金 793,396

市債 218,000

管理運営費 35,820 市場使用料 18,312

公債費 3,180 繰入金 14,322

収益的支出 2,110,024

資本的支出 897,989

収益的支出 2,905,585

資本的支出 2,470,086

収益的支出 147,589

資本的支出 436,343

下水道事業会計 5,375,671

病 院 事 業 会計 583,932

農 業 集 落
排 水 事 業
特 別 会 計

1,279,000

公 設 地 方
卸 売 市 場
特 別 会 計

40,000

水 道 事 業 会計 3,008,013

国 民 健 康 保険
特 別 会 計
（ 施 設 勘 定）

224,000

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会計

1,394,000

介 護 保 険
特 別 会 計

8,868,000

（単位：千円）

主な事業内容 主な財源内訳

国 民 健 康 保険
特 別 会 計
（ 事 業 勘 定）

10,151,000
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(2) 特別会計の概要 

 

 

 

 

 

予算に連動して平成29年度に補正予算化 
 

国民健康保険 

（事業勘定） 

 安心して医療を受けられる制度を確保するため、療養諸費や納

付金を計上しています。令和４年度当初予算は、対前年度比３億

4,700万円減の101億 5,100万円となります。 

国民健康保険 

（施設勘定） 

 令和３年度に蒲生医療センターがん診療棟及び永源寺診療所の

施設整備が完了したことから、令和４年度当初予算は対前年度比

８億 600 万円減の２億 2,400 万円となります。また、永源寺診療

所の解体及び外構工事に係る費用として 3,000 万円を、医療機器

の更新等に係る費用として1,300万円を計上しています。 

後期高齢者医療 

高齢化の進行に伴う被保険者数の増加に比例して医療費も増加

しています。令和４年度当初予算は、対前年度比１億 1,500 万円

増の13億 9,400万円となります。 

介護保険 

  第８期介護保険事業計画を基に、保険給付費と介護予防等の地

域支援事業費を計上しています。高齢化の進行とともに多種多様

なサービス利用が増加し、また、地域密着型サービス基盤の整備

に伴い利用者が見込まれることから保険給付費が増加していま

す。令和４年度の保険給付費は80億 8,138万円とし、令和４年度

当初予算総額については、昨年度比２億7,500万円増の88億6,800

万円となります。 

農業集落排水事業 

 農業集落排水処理施設の老朽化が進む中、定期的な点検により

効率的な修繕や更新等を行いながら機能保全を図り、適切な維持

管理に努めます。また、公共下水道への接続を計画的に進めてお

り、令和４年度は湖東地区の花沢処理区及び平柳処理区の接続を

予定しています。今後、経営健全化や経営基盤の強化を図るため、

特別会計から地方公営企業会計への移行に向けた取組を進めま

す。令和４年度当初予算は、昨年度比6,100万円減の12億 7,900

万円となります。 

公設地方卸売市場 

経営戦略に基づき、市民が集まり、にぎわいのある地域に根差

した卸売市場の運営を図るとともに、市場の経営力強化に努めま

す。令和４年10月には卸売市場の開場40周年を迎えることから、

開場40周年を記念した「おいでやす日曜市」などの市場開放事業

に取り組みます。令和４年度当初予算は、対前年度比 250 万円減

の4,000万円となります。 
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(1) 令和４年度 一般会計当初予算額 

                                   単位：億円、％ 

 
 

※金額については、それぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しない場合があります。 
 

 

(2) 一般会計・予算規模の推移 

 
 

 
 

※H17 は 1 市 4 町の予算額。H21、H25、R03 は「肉付け予算」として 6 月補正後の額 
  

４ 参考資料 

（単位：億円）
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(3) 一般会計・基金残高の推移 

 

 
※R02 までは決算、R03、R04 は見込み 

 

(4) 一般会計・市債残高の推移 

 

 
※R02 までは決算、R03、R04 は見込み 

 

 
 
 
  

（単位：億円）

（単位：億円）
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初
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算
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⽣
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) 
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用
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,1
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と
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図
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に
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に
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援
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商
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労
政

課

1
3
1

３
　
合

同
就

職
面

接
会

等
の

開
催

5
0
0

(5
0
0
)

　
市

内
事

業
所

が
必

要
と

す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
事

業
所

向
け
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就
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面
接
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を
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催
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ま
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光
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。
同
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、
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市
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前
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場

に
観
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バ
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の
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降

場
や

時
間
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駐

車
場

を
整

備
し

ま
す

。

中
心

市
街

地
整

備
課

6
3

２
　
中

心
市

街
地

に
ぎ

わ
い

創
出

事
業
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の
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援

6
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2
0
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、
二

五
八

祭
、
聖

徳
ま

つ
り
等

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
情

報
発

信
事

業
等

を
支

援
し

ま
す
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商
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課
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1
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３
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市
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く
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を
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４
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市
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い
て

、
利

子
の

１
％

を
３
年

間
補

助
し

ま
す

。
商

工
労

政
課

1
5
1

(2
) 

小
規

模
事

業
者

経
営

改
善

資
金

融
資

利
子

補
給

金
5
,7

8
6

(6
,1

7
9
)

　
小

規
模

事
業

者
が

経
営

の
規

模
拡

大
や

経
営

の
合

理
化

の
た

め
に

新
た

な
融

資
を

受
け

た
場

合
に

、
利

子
の

１
％

を
３
年

間
補

助
し

ま
す

。
商

工
労

政
課

1
5
1

(3
) 

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
資

金
等

利
子

補
給

金
2
4
,0

0
0

(3
4
,0

0
0
)

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
で

影
響

を
受

け
た

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
へ

の
資

金
繰

り
支

援
策

と
し

て
、
借

り
入

れ
た

資
金

に
対

す
る

利
子

の
１
％

を
３
年

間
補

助
し

ま
す

。
（
上

限
2
0
万

円
/
事

業
者

）
商

工
労

政
課

1
5
1

1
0
　
市

街
地

鳥
獣

対
策

事
業

7
2
1

(7
1
5
)

　
中

心
市

街
地

に
お

け
る

ム
ク

ド
リ
被

害
へ

の
対

策
と

し
て

、
タ

カ
に

よ
る

追
払

い
及

び
波

動
音

機
材

な
ど

に
よ

る
追

払
い

対
策

を
行

い
ま

す
。

環
境

政
策

課

7
5

農
林

水
産

業
の

生
産

振
興

と
高

付
加

価
値

化
を

促
進

し
ま

す

１
　
農

林
水

産
創

造
・
ネ

ッ
トワ

ー
ク

事
業

2
5
,6

0
0

(2
5
,6

0
0
)

　
近

畿
随

一
の

耕
地

面
積

を
誇

る
本

市
に

お
い

て
、
米

、
麦

、
大

豆
か

ら
高

収
益

作
物

へ
の

転
換

が
求

め
ら

れ
る

中
、
地

域
内

中
規

模
流

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
て

、
地

域
商

社
「㈱

東
近

江
あ

ぐ
り
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

」
、
４
Ｊ
Ａ

、
市

が
連

携
し

て
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

　
地

域
内

中
規

模
流

通
シ

ス
テ

ム
は

市
内

で
生

産
さ

れ
た

新
鮮

な
野

菜
を

市
内

ス
ー

パ
ー

や
業

務
用

野
菜

加
工

会
社

等
に

販
売

す
る

仕
組

を
確

立
す

る
た

め
の

も
の

で
、
需

要
に

応
じ

た
野

菜
等

の
生

産
振

興
を

図
り
、
儲

か
る

農
業

を
目

指
し

ま
す

。

農
業

水
産

課

1
3
9

２
　
水

田
野

菜
等

の
特

産
品

振
興

事
業

　

(1
) 

水
田

野
菜

生
産

拡
大

推
進

事
業

補
助

8
,7

8
1

(1
7
,6

4
8
)

　
農

家
所

得
の

向
上

と
市

内
産

野
菜

の
自

給
率

向
上

の
た

め
、
野

菜
の

生
産

を
拡

大
し

、
生

産
に

取
り
組

む
農

家
を

支
援

し
ま

す
。

　
・
対

象
：
対

象
の

出
荷

販
売

用
野

菜
の

生
産

を
前

年
度

比
1
0
a以

上
拡

大
し

た
農

家
　
・
補

助
：
拡

大
し

た
面

積
(1

0
a当

た
り
)に

対
し

て
 １

年
目

５
万

円
　
 ２

年
目

３
万

円
　
３
年

目
１
万

円
を

補
助

農
業

水
産

課

1
3
7

(2
) 

園
芸

特
産

作
物

生
産

振
興

事
業

補
助

8
,0

0
0

(9
,6

0
0
)

　
野

菜
や

果
樹

等
の

特
産

物
の

生
産

に
係

る
機

械
及

び
施

設
等

の
導

入
経

費
に

対
し

て
補

助
し

ま
す

。
　
・
高

収
益

作
物

用
機

械
導

入
　
・
高

収
益

作
物

生
産

用
ハ

ウ
ス

等
導

入
　
等

農
業

水
産

課

1
3
9

３
　
担

い
手

支
援

事
業

(1
) 

農
業

次
世

代
人

材
投

資
資

金
1
5
,7

5
0

(2
3
,2

5
0
)

　
5
0
歳

未
満

で
新

規
就

農
し

た
人

に
対

し
て

、
年

間
最

大
1
5
0
万

円
を

５
年

間
交

付
し

ま
す

。
（
令

和
３
年

度
末

ま
で

に
採

択
を

受
け

た
認

定
新

規
就

農
者

が
対

象
）

農
業

水
産

課
1
3
7

(2
) 

集
落

営
農

リ
ー

ダ
ー

育
成

補
助

6
9
0

(3
6
0
)

　
農

業
機

械
の

免
許

取
得

や
経

営
、
栽

培
技

術
及

び
販

路
拡

大
等

の
農

業
研

修
費

用
に

対
し

て
補

助
し

ま
す

。
　
・
農

業
機

械
の

免
許

取
得

に
必

要
な

経
費

の
1
/
3
補

助
　
上

限
1
万

円
　
・
農

業
関

係
の

専
門

研
修

に
必

要
な

経
費

の
1
/
3
補

助
　
上

限
1
0
万

円

農
業

水
産

課

1
3
7
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

(3
) 

次
世

代
担

い
手

確
保

・
育

成
支

援
補

助
3
,0

0
0

(3
,0

0
0
)

　
認

定
新

規
就

農
者

の
初

期
投

資
の

負
担

軽
減

と
経

営
の

早
期

安
定

を
図

る
た

め
、
農

業
用

機
械

の
導

入
又

は
ハ

ウ
ス

の
設

置
、
空

き
ハ

ウ
ス

の
修

繕
等

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

　
・
農

業
用

機
械

の
導

入
又

は
ハ

ウ
ス

設
置

補
助

　
事

業
費

の
1
/
3
以

内
（
上

限
2
0
0
万

円
）

　
・
空

き
ハ

ウ
ス

等
修

繕
補

助
　
事

業
費

の
1
/
3
以

内
（
上

限
1
0
0
万

円
）

農
業

水
産

課

1
3
7

(4
) 

農
地

利
用

効
率

化
等

支
援

事
業

補
助

金
1
2
,0

0
0

(1
2
,0

0
0
)

　
人

・
農

地
プ

ラ
ン

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

中
心

経
営

体
等

が
、
経

営
の

発
展

・
改

善
を

目
的

と
す

る
農

業
用

機
械

・
施

設
を

導
入

す
る

経
費

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

　
・
事

業
費

の
3
/
1
0
以

内
（
経

営
体

種
別

（
法

人
・
個

人
）
、
取

組
内

容
に

よ
り
補

助
上

限
あ

り
）

農
業

水
産

課

1
3
7

(5
) 

営
農

組
織

育
成

対
策

事
業

補
助

5
,0

0
0

(5
,0

0
0
)

　
地

域
の

農
業

の
担

い
手

で
あ

る
集

落
営

農
組

織
の

農
機

具
導

入
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

　
・
事

業
費

の
1
/
1
0
以

内
（
上

限
5
0
万

円
）

農
業

水
産

課
1
3
7

新
(6

) 
経

営
継

承
・
発

展
等

支
援

事
業

補
助

金
3
,0

0
0

(0
)

　
地

域
農

業
の

担
い

手
か

ら
経

営
を

継
承

し
た

後
継

者
が

、
経

営
継

承
後

の
経

営
発

展
に

関
す

る
計

画
（
販

路
の

開
拓

、
新

品
種

の
導

入
、
営

農
の

省
力

化
等

）
を

策
定

し
、
同

計
画

に
基

づ
く
取

組
を

行
う
場

合
に

必
要

と
な

る
経

費
を

支
援

し
ま

す
。
（
上

限
1
0
0
万

円
）

農
業

水
産

課

1
3
7

新
(7

) 
集

落
営

農
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
促

進
事

業
補

助
金

1
,0

0
0

(0
)

　
集

落
営

農
組

織
の

構
成

員
の

高
齢

化
や

減
少

が
進

む
中

で
、
将

来
に

わ
た

っ
て

農
地

を
持

続
的

に
利

用
で

き
る

よ
う
、
集

落
営

農
の

活
性

化
に

向
け

た
ビ

ジ
ョ
ン

づ
く
り
、
そ

の
実

現
に

向
け

た
人

材
の

確
保

、
収

益
力

向
上

に
向

け
た

取
組

、
組

織
体

制
の

強
化

、
効

率
的

な
生

産
体

制
の

確
立

な
ど

、
集

落
営

農
の

実
情

に
あ

わ
せ

て
支

援
し

ま
す

。
　
・
取

組
の

中
核

と
な

る
若

者
等

を
雇

用
す

る
経

費
（
上

限
1
0
0
万

円
/
年

、
最

長
３
年

間
）

農
業

水
産

課

1
3
7

新
(8

) 
新

規
就

農
者

経
営

発
展

支
援

事
業

補
助

金
6
,2

7
6

(0
)

　
5
0
歳

未
満

の
認

定
新

規
就

農
者

を
対

象
に

月
額

1
2
.5

万
円

（
最

大
３
年

間
）
の

経
営

開
始

資
金

及
び

施
設

整
備

等
に

係
る

資
金

を
支

援
し

ま
す

。
（令

和
４
年

度
以

降
に

採
択

を
受

け
た

認
定

新
規

就
農

者
が

対
象

）
　
・
３
年

間
で

最
大

1
,0

0
0
万

円

農
業

水
産

課

1
3
7

４
　
林

業
振

興
対

策
事

業

(1
) 

森
林

の
保

全
・
管

理
1
8
,8

0
3

(1
1
,1

4
0
)

　
琵

琶
湖

の
水

源
で

あ
る

鈴
鹿

の
山

々
を

将
来

に
わ

た
っ

て
保

全
・
活

用
し

て
い

く
た

め
、
市

森
林

整
備

計
画

に
基

づ
き

間
伐

期
に

達
し

て
い

る
樹

木
の

間
伐

計
画

を
策

定
し

ま
す

。
ま

た
、
整

備
の

見
込

み
が

立
た

な
い

森
林

に
つ

い
て

は
、
森

林
所

有
者

や
集

落
等

の
意

向
を

踏
ま

え
、
針

広
混

交
林

化
に

向
け

た
整

備
計

画
を

策
定

し
ま

す
。

林
業

振
興

課

1
4
5

(2
) 

林
業

従
事

者
就

業
者

育
成

事
業

補
助

1
7
5

(1
7
5
)

　
林

業
の

担
い

手
を

確
保

す
る

た
め

、
日

本
森

林
技

術
協

会
認

定
の

林
業

技
士

や
林

業
架

線
作

業
主

任
者

な
ど

、
林

業
従

事
者

、
林

業
就

業
者

等
に

必
要

と
な

る
資

格
取

得
の

た
め

の
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

　
・
資

格
取

得
費

用
1
/
2
補

助
（
上

限
3
.5

万
円

）

林
業

振
興

課

1
4
5

(3
) 

施
業

集
約

化
促

進
組

織
支

援
事

業
補

助
4
0
0

(4
0
0
)

　
林

業
の

施
業

集
約

化
を

達
成

し
た

自
治

会
な

ど
の

組
織

経
営

体
を

支
援

し
ま

す
。

林
業

振
興

課
1
4
5

(4
) 

地
域

お
こ

し
協

力
隊

（
林

業
）
活

動
支

援
1
3
,8

0
6

(7
,9

8
4
)

　
林

業
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

を
目

指
し

て
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
３
人

）
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
林

業
振

興
課

1
4
5

５
　
鳥

獣
対

策
事

業
3
8
,5

6
3

(4
5
,2

1
3
)

　
農

作
物

被
害

や
生

活
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

、
ニ

ホ
ン

ジ
カ

、
イ

ノ
シ

シ
及

び
ニ

ホ
ン

ザ
ル

等
の

有
害

鳥
獣

の
捕

獲
や

侵
入

防
止

柵
の

資
材

等
に

補
助

し
ま

す
。
ま

た
、
人

と
獣

の
棲

み
分

け
対

策
と

し
て

里
山

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

林
業

振
興

課

1
3
9
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

６
　
農

業
生

産
基

盤
整

備

(1
) 

国
営

土
地

改
良

事
業

　
（東

近
江

地
区

国
営

農
地

再
編

整
備

事
業

）
2
,5

2
8

(6
,5

2
8
)

　
国

営
ほ

場
整

備
事

業
の

採
択

に
向

け
、
国

、
県

、
Ｊ
Ａ

等
の

関
連

機
関

と
連

携
し

、
土

地
改

良
事

業
計

画
の

策
定

を
進

め
ま

す
。

　
ま

た
、
地

域
農

業
の

継
続

に
不

可
欠

な
ス

マ
ー

ト農
業

の
普

及
拡

大
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

、
市

内
ほ

場
に

お
い

て
新

技
術

の
実

証
を

行
い

ま
す

。
　
※

ス
マ

ー
ト農

業
と

は
、
ＩＣ

Ｔ
や

ロ
ボ

ッ
ト
技

術
を

活
用

し
、
農

作
業

の
省

力
化

や
栽

培
技

術
の

継
承

等
に

有
効

な
技

術
で

す
。

農
村

整
備

課

1
4
3

(2
) 

県
営

土
地

改
良

事
業

3
7
,6

8
9

(5
5
,0

4
1
)

　 　
・
経

営
体

育
成

基
盤

整
備

事
業

　
　
　
（
小

脇
地

区
H
2
9
～

、
尻

無
北

部
地

区
H
3
0
～

、
愛

東
外

地
区

R
1
～

、
栗

見
出

在
家

地
区

R
2
～

、
小

倉
地

区
R
3
～

）
　
・
水

質
保

全
対

策
事

業
（
白

鳥
川

中
流

２
期

地
区

H
2
7
～

）
　
・
か

ん
が

い
排

水
事

業
 （

日
野

川
地

区
H
2
7
～

、
湖

東
平

野
１
期

地
区

H
2
6
～

、
能

登
川

地
区

H
3
0
～

）

農
村

整
備

課

1
4
3

(3
) 

団
体

営
土

地
改

良
事

業
3
0
,4

5
0

(3
7
,1

8
0
)

　
・
団

体
営

土
地

改
良

事
業

支
援

（
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
等

）
農

村
整

備
課

1
4
3

(4
）
 中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

2
5
,0

8
0

(2
5
,0

8
0
)

　
農

業
生

産
の

条
件

が
不

利
な

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、
耕

作
放

棄
地

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

、
急

傾
斜

地
の

農
地

を
対

象
と

し
て

集
落

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

農
村

整
備

課
1
4
3

(5
）
 多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
2
6
1
,5

8
1

(2
6
4
,4

3
0
)

　
農

業
農

村
の

有
す

る
多

面
的

機
能

の
維

持
・
発

揮
を

図
る

た
め

、
地

域
で

実
施

さ
れ

る
農

用
地

・
水

路
・
農

道
・
た

め
池

の
保

全
等

を
行

う
共

同
活

動
や

老
朽

化
が

進
む

農
業

用
水

路
等

の
施

設
の

長
寿

命
化

に
対

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

農
村

整
備

課
1
4
3

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

を
拡

大
し

ま
す

１
　
環

境
に

や
さ

し
い

暮
ら

し
普

及
促

進
奨

励
金

4
,6

0
0

(5
,5

0
0
)

　
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

導
入

を
推

進
す

る
た

め
、
自

ら
居

住
す

る
住

宅
な

ど
の

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
や

蓄
電

池
シ

ス
テ

ム
等

の
普

及
支

援
を

行
い

ま
す

。
　
対

象
：
住

宅
用

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
、
コ

ー
ジ

ェ
ネ

レ
ー

シ
ョ
ン

シ
ス

テ
ム

、
蓄

電
池

シ
ス

テ
ム

、
太

陽
熱

温
水

器

環
境

政
策

課

7
5
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基
本
⽬
標
２
 
⾏
き
た
い
住
み
た
い
魅
⼒
あ
る
東
近
江
市
の
創
⽣

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

２
　
行

き
た

い
住

み
た

い
魅

力
あ

る
東

近
江

市
の

創
生

東
近

江
市

の
魅

力
を

発
信

し
新

し
い

ひ
と

の
流

れ
を

つ
く
り
ま

す

１
　
観

光
戦

略
推

進
事

業

(1
) 

観
光

情
報

の
発

信
6
,5

0
0

(2
,0

0
0
)

　
観

光
協

会
を

窓
口

と
し

て
、
来

訪
者

が
求

め
る

観
光

情
報

の
発

信
や

問
合

せ
に

ス
ピ

ー
デ

ィ
に

対
応

し
ま

す
。
ま

た
、
観

光
戦

略
の

改
定

を
踏

ま
え

た
新

た
な

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
トを

作
成

し
、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。
観

光
物

産
課

1
5
3

(2
) 

地
域

資
源

を
い

か
し

た
広

域
連

携
1
,0

0
0

(1
,0

0
0
)

　
三

重
県

い
な

べ
市

や
南

伊
勢

町
等

と
連

携
し

て
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

連
携

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

し
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
5
3

新
(3

) 
医

療
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

3
,0

0
0

(0
)

　
市

内
の

医
療

機
関

が
提

供
す

る
高

度
な

医
療

を
求

め
て

来
日

し
た

患
者

や
そ

の
家

族
の

滞
在

時
間

を
市

内
観

光
に

よ
り
延

ば
す

こ
と

で
、
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
る

と
と

も
に

、
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

に
お

け
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド
需

要
の

回
復

を
見

据
え

た
受

入
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

観
光

物
産

課

1
5
3

(4
) 

民
泊

推
進

事
業

5
,0

0
0

(5
,0

0
0
)

　
農

家
民

泊
に

よ
る

教
育

旅
行

の
受

入
体

制
の

強
化

と
持

続
可

能
な

仕
組

み
づ

く
り
を

進
め

る
と

と
も

に
、
地

域
特

性
を

い
か

し
た

民
泊

開
業

や
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

を
創

出
し

ま
す

。
観

光
物

産
課

1
5
3

２
　
観

光
資

源
ブ

ラ
ン

ド
化

推
進

1
0
,8

7
8

(1
8
,9

8
7
)

　
近

江
匠

人
認

証
制

度
に

よ
る

物
産

振
興

を
始

め
、
本

市
の

豊
か

な
自

然
、
奥

深
い

歴
史

と
文

化
等

を
い

か
し

た
観

光
資

源
の

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
る

観
光

振
興

を
図

り
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
5
5

拡
３
　
ふ

る
さ

と
寄

附
事

業
2
5
9
,3

5
8

(2
1
2
,6

7
4
)

　
ふ

る
さ

と
納

税
制

度
を

活
用

し
て

本
市

を
P
R
す

る
こ

と
で

、
全

国
の

皆
さ

ん
か

ら
応

援
を

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
周

知
を

図
り
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
5
5

４
　
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

等
開

催
支

援
補

助
1
,4

0
0

(1
,4

0
0
)

　
ス

ポ
ー

ツ
大

会
、
合

宿
、
学

会
、
研

修
等

の
開

催
に

伴
い

、
市

内
ホ

テ
ル

・
旅

館
に

宿
泊

す
る

場
合

、
主

催
者

で
あ

る
団

体
に

対
し

て
宿

泊
者

数
に

応
じ

て
補

助
し

ま
す

。
　
・
宿

泊
 一

泊
当

た
り
 1

,0
0
0
円

/
人

（
各

種
大

会
等

を
市

内
で

開
催

さ
れ

た
場

合
）

　
・
宿

泊
 一

泊
当

た
り
　
 5

0
0
円

/
人

（
　
　
　
〃

　
　
　
　
市

外
で

開
催

さ
れ

た
場

合
）

中
心

市
街

地
整

備
課

6
3

定
住

移
住

を
推

進
し

ま
ち

の
活

力
を

高
め

ま
す

1
　
移

住
推

進

(1
) 

お
試

し
居

住
体

験
事

業
6
0
0

(6
0
0
)

　
移

住
希

望
者

が
本

市
で

の
暮

ら
し

を
実

際
に

体
験

で
き

る
よ

う
、
お

試
し

で
居

住
で

き
る

住
宅

を
提

供
し

ま
す

。
（
政

所
町

地
先

）
　
・
利

用
料

：大
人

一
人

当
た

り
２
日

間
で

3
,0

0
0
円

企
画

課
6
1

(2
) 

移
住

推
進

団
体

事
業

補
助

1
,4

0
0

(1
,0

0
0
)

　
市

内
に

活
動

の
拠

点
を

置
く
ス

ポ
ー

ツ
、
文

化
、
ま

ち
づ

く
り
団

体
等

が
、
市

内
で

住
み

、
市

内
で

働
き

、
市

内
で

活
動

す
る

移
住

者
を

計
画

的
に

受
け

入
れ

る
場

合
に

補
助

し
ま

す
。

　
・
移

住
1
5
万

円
/
人

　
・
空

家
活

用
５
万

円
/
人

企
画

課

6
1

(3
) 

移
住

推
進

イ
ベ

ン
トへ

の
出

展
3
1
7

(3
1
7
)

　
東

京
や

大
阪

な
ど

で
開

催
さ

れ
る

移
住

促
進

イ
ベ

ン
トに

出
展

し
、

移
住

希
望

者
等

の
相

談
に

対
応

し
て

本
市

へ
の

移
住

に
つ

な
げ

ま
す

。
企

画
課

6
1

(4
) 

移
住

就
業

支
援

補
助

2
,0

0
0

(2
,0

0
0
)

　
東

京
圏

か
ら

の
Ｕ

ＩＪ
タ

ー
ン

に
よ

る
市

内
へ

の
移

住
と

就
業

を
支

援
し

ま
す

。
　
・
１
世

帯
1
0
0
万

円
（
単

身
は

6
0
万

円
）

　
　
（
通

算
５
年

以
上

東
京

2
3
 区

に
居

住
又

は
通

勤
・通

学
し

て
い

た
人

で
、
本

市
に

５
年

以
上

居
住

す
る

意
思

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
）

商
工

労
政

課

1
3
3

項
目

・
事

業
名
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

２
　
住

ま
い

る
事

業
補

助

(1
) 

市
民

子
育

て
住

宅
取

得
補

助
2
4
,0

0
0

(2
6
,0

0
0
)

　
申

請
者

が
4
0
歳

未
満

で
中

学
生

以
下

の
子

ど
も

が
い

る
世

帯
が

、
住

宅
を

新
築

又
は

建
売

、
中

古
住

宅
を

取
得

す
る

場
合

に
補

助
し

ま
す

。
　
・
補

助
率

1
/
5
　
上

限
2
0
万

円

住
宅

課

1
7
7

(2
) 

U
タ

ー
ン

者
住

宅
取

得
補

助
6
,0

0
0

(6
,0

0
0
)

　
過

去
に

市
内

に
居

住
し

て
い

た
者

又
は

父
母

、
若

し
く
は

祖
父

母
等

が
市

内
に

居
住

し
て

い
る

者
が

、
住

宅
を

新
築

又
は

建
売

、
中

古
住

宅
を

取
得

す
る

場
合

に
補

助
し

ま
す

。
　
・
補

助
率

1
/
5
　
上

限
2
0
万

円

住
宅

課

1
7
7

(3
) 

市
民

定
住

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
補

助
1
5
,0

0
0

(1
5
,0

0
0
)

　
市

内
で

自
己

所
有

し
、
か

つ
居

住
し

て
い

る
住

宅
を

改
修

す
る

場
合

に
補

助
し

ま
す

。
　
・
補

助
率

1
/
1
0
　
上

限
1
5
万

円
住

宅
課

1
7
7

(4
) 

市
民

結
婚

新
生

活
支

援
補

助
3
,0

0
0

(3
,0

0
0
)

　
結

婚
に

よ
り
住

宅
を

新
築

又
は

建
売

、
中

古
住

宅
を

取
得

す
る

場
合

に
補

助
し

ま
す

。
　
・
補

助
率

1
0
/
1
0
　
対

象
者

の
い

ず
れ

か
が

3
0
歳

以
上

3
9
歳

以
下

 上
限

3
0
万

円
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
　
　
  

  
  

2
0
歳

以
上

2
9
歳

以
下

 上
限

6
0
万

円

住
宅

課

1
7
7

新
(5

) 
空

家
活

用
補

助
2
,0

0
0

(0
)

　
本

市
空

家
バ

ン
ク

制
度

に
登

録
し

て
い

る
空

家
を

購
入

し
、
改

修
又

は
除

却
の

う
え

新
築

し
て

居
住

す
る

場
合

に
補

助
し

ま
す

。
　
・
補

助
率

1
/
2
　
上

限
5
0
万

円
住

宅
課

1
7
7

１
　
観

光
イ

ベ
ン

ト
実

施
事

業
9
,2

2
0

(6
,5

2
0
)

　
近

江
の

聖
徳

太
子

魅
力

発
信

事
業

を
実

施
す

る
ほ

か
、
四

季
折

々
の

イ
ベ

ン
ト
開

催
の

支
援

と
イ

ベ
ン

ト
誘

致
に

よ
る

誘
客

に
取

り
組

み
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
5
5

２
　
森

里
川

湖
つ

な
が

り
創

生
事

業

(1
) 

び
わ

湖
 東

近
江

 S
E
A
 T

O
 S

U
M

M
IT

 2
0
2
2

5
,0

6
0

(5
,0

6
0
)

　
鈴

鹿
山

脈
か

ら
琵

琶
湖

ま
で

の
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
を

い
か

し
、
カ

ヤ
ッ

ク
、
自

転
車

、
登

山
の

ア
ウ

ト
ド
ア

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
本

市
の

豊
か

な
自

然
を

体
感

し
、
自

然
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
る

環
境

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

し
ま

す
。

・
開

催
予

定
日

：
令

和
4
年

9
月

2
3
・
2
4
日

　
琵

琶
湖

～
鈴

鹿
1
0
座

竜
ヶ

岳
コ

ー
ス

で
開

催

総
合

政
策

課

7
1

(2
) 

森
里

川
湖

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
事

業
5
,0

0
0

(3
,0

0
0
)

　
エ

コ
ツ

ー
リ
ズ

ム
推

進
全

体
構

想
に

基
づ

く
、
エ

コ
ツ

ア
ー

ガ
イ

ド
の

育
成

や
エ

コ
ツ

ア
ー

の
実

施
、
新

規
事

業
者

の
参

入
を

支
援

す
る

こ
と

で
、
森

里
川

湖
の

歴
史

の
中

で
育

ま
れ

て
き

た
原

風
景

を
い

か
す

仕
組

み
づ

く
り
を

行
い

ま
す

。
総

合
政

策
課

7
1

拡
(3

) 
鈴

鹿
1
0
座

の
整

備
推

進
2
0
,5

0
4

(1
,6

4
1
)

　
鈴

鹿
1
0
座

へ
の

登
山

者
の

利
便

性
や

快
適

性
を

確
保

す
る

た
め

、
ト
イ

レ
等

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
総

合
政

策
課

7
1

拡
(4

) 
森

林
づ

く
り
実

践
モ

デ
ル

林
の

整
備

2
,0

2
0

(1
,5

0
0
)

　
森

里
川

湖
の

つ
な

が
り
を

い
か

し
、
い

き
も

の
の

息
吹

が
感

じ
ら

れ
る

健
全

な
森

林
づ

く
り
を

目
指

し
、
実

践
モ

デ
ル

林
を

整
備

し
ま

す
。

総
合

政
策

課
7
1

(5
) 

1
0
0
年

先
を

見
据

え
た

森
づ

く
り
の

推
進

2
,0

0
0

(2
,0

0
0
)

　
1
0
0
年

先
を

見
据

え
た

森
づ

く
り
を

推
進

す
る

た
め

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

型
ふ

る
さ

と
納

税
に

よ
る

寄
附

を
募

集
し

、
公

益
財

団
法

人
東

近
江

三
方

よ
し

基
金

の
「
東

近
江

森
と

水
を

つ
な

ぐ
　
あ

か
ね

基
金

」
（
森

の
保

全
や

活
用

、
山

村
の

活
性

化
や

森
の

文
化

継
承

な
ど

を
支

援
す

る
事

業
）
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

総
合

政
策

課

7
1

豊
か

な
自

然
資

源
や

奥
深

い
歴

史
文

化
を

い
か

し
た

観
光

施
策

を
推

進
し

ま
す
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

３
　
（
仮

称
）
布

引
の

森
整

備
事

業
2
9
,1

4
6

(1
7
5
,2

2
3
)

　
"
人

と
自

然
、
人

と
人

を
つ

な
げ

る
森

"
の

実
現

に
向

け
、
里

山
の

自
然

を
い

か
し

た
自

然
体

験
及

び
環

境
学

習
施

設
と

し
て

（
仮

称
）
布

引
の

森
を

整
備

し
、
地

域
間

交
流

を
促

進
す

る
と

共
に

当
該

地
区

を
含

む
農

山
漁

村
の

活
性

化
を

図
り
ま

す
。

　
整

備
面

積
：
約

9
.8

ha
　
整

備
施

設
：
森

林
浴

歩
道

の
整

備
（
管

理
棟

（
R
2
）
、
エ

ン
ト
ラ

ン
ス

及
び

森
林

浴
歩

道
の

一
部

①
（R

3
）
整

備
済

）

環
境

政
策

課

7
1

拡
４
　
木

地
師

の
ふ

る
さ

と
発

信
事

業
8
,7

6
3

(4
,5

8
6
)

　
本

市
の

豊
か

な
森

林
資

源
を

い
か

し
て

、
日

本
の

産
業

や
文

化
の

振
興

に
貢

献
し

て
き

た
木

地
師

の
文

化
的

価
値

を
評

価
、
顕

彰
す

る
と

と
も

に
全

国
に

広
が

る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り
を

推
進

し
ま

す
。
ま

た
、
木

地
師

文
化

発
祥

の
地

と
し

て
の

ブ
ラ

ン
ド
力

の
向

上
や

地
域

の
活

性
化

を
図

る
と

と
も

に
、
全

国
の

木
地

産
地

と
の

連
携

を
更

に
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
日

本
漆

器
協

同
組

合
連

合
会

が
主

催
す

る
全

国
漆

器
展

に
あ

わ
せ

て
、
木

地
師

の
ふ

る
さ

と
発

信
事

業
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

東
京

で
開

催
し

ま
す

。

企
画

課

6
1

暮
ら

し
に

潤
い

を
も

た
ら

す
文

化
的

環
境

を
整

え
ま

す

1
　
ス

ポ
ー

ツ
施

設
整

備
1
7
4
,6

2
0

(1
0
8
,8

8
5
)

《
主

な
整

備
箇

所
》

　
・
繖

公
園

改
修

工
事

　
・
湖

東
ス

タ
ジ

ア
ム

改
修

工
事

　
・
布

引
体

育
館

・
プ

ー
ル

改
修

工
事

設
計

　
・
伊

庭
内

湖
（
国

ス
ポ

カ
ヌ

ー
競

技
会

場
）
浚

渫
工

事
設

計

ス
ポ

ー
ツ

課
国

ス
ポ

・障
ス

ポ
推

進
課

2
1
7

２
　
ス

ポ
ー

ツ
施

設
管

理
運

営
事

業
3
5
6
,4

5
8

(3
5
5
,7

6
1
)

　
利

用
料

金
制

度
を

導
入

し
、
指

定
管

理
者

に
よ

る
質

の
高

い
サ

-
ビ

ス
の

提
供

と
、
ス

ポ
ー

ツ
に

ふ
れ

あ
う
機

会
の

創
出

、
競

技
人

口
の

裾
野

を
広

げ
る

取
り
組

み
を

行
い

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
課

2
1
7

３
　
森

の
文

化
情

報
発

信
施

設
検

討
1
1
,2

5
0

(1
7
,8

5
0
)

　
市

内
各

地
域

に
あ

る
歴

史
文

化
資

源
を

取
り
上

げ
、
民

間
を

含
む

博
物

館
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
こ

と
に

よ
り
複

層
的

に
事

業
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
複

数
の

博
物

館
を

拠
点

と
し

て
周

辺
の

歴
史

文
化

資
源

へ
と

い
ざ

な
う
仕

組
み

づ
く
り
に

取
り
組

み
ま

す
。

　
加

え
て

、
国

土
の

７
割

を
占

め
る

森
林

が
長

く
放

置
さ

れ
て

き
た

こ
と

は
、
今

日
の

環
境

・
防

災
面

で
大

き
な

課
題

と
な

っ
て

お
り
、
山

の
文

化
、
森

で
育

ま
れ

た
人

々
の

く
ら

し
に

原
点

回
帰

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り
、
山

の
文

化
、
森

の
文

化
を

継
承

し
、
情

報
発

信
す

る
施

設
の

整
備

に
向

け
、
施

設
の

コ
ン

セ
プ

ト
や

そ
の

立
地

を
検

討
す

る
基

本
設

計
を

行
い

ま
す

。

歴
史

文
化

振
興

課

2
1
1

４
　
指

定
文

化
財

保
存

修
理

防
火

事
業

1
1
,2

0
0

(3
,5

1
0
)

　
瓦

屋
禅

寺
木

造
四

天
王

立
像

保
存

修
理

を
は

じ
め

、
竜

田
神

社
拝

殿
保

存
修

理
、
石

馬
寺

防
災

設
備

整
備

等
を

支
援

し
ま

す
。

歴
史

文
化

振
興

課
2
0
7

５
　
文

化
財

保
存

活
用

事
業

3
,6

1
0

(3
,7

1
0
)

　
地

域
文

化
の

保
存

継
承

を
目

的
と

し
て

、
地

域
で

実
施

さ
れ

る
民

俗
行

事
の

調
査

や
記

録
に

対
す

る
支

援
を

行
い

ま
す

。
歴

史
文

化
振

興
課

2
0
7

６
　
文

化
的

景
観

保
存

事
業

4
,4

0
0

(4
,5

2
7
)

　
重

要
文

化
的

景
観

に
選

定
さ

れ
た

伊
庭

集
落

の
保

存
活

用
を

進
め

ま
す

。
　
・
景

観
保

存
補

助
金

 　
謹

節
館

等
　
3
件

歴
史

文
化

振
興

課
2
1
1

７
　
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

事
業

2
5
,6

2
3

(2
7
,0

7
1
)

　
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

に
お

い
て

、
弘

誓
寺

井
戸

屋
形

修
理

工
事

等
（
６
件

）に
補

助
を

行
い

ま
す

。
歴

史
文

化
振

興
課

2
0
9

新
８
　
ヘ

ム
ス

ロ
イ

ド
村

開
村

3
0
周

年
記

念
事

業
1
,6

5
0

(0
)

　
ヘ

ム
ス

ロ
イ

ド
村

開
村

3
0
周

年
を

記
念

し
、
国

際
交

流
（
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
）
や

杜
の

音
楽

会
、
児

童
文

学
パ

ネ
ル

展
を

開
催

し
ま

す
。

西
堀

榮
三

郎
記

念
探

検
の

殿
堂

2
1
1
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基
本
⽬
標
３
 
若
い
世
代
が
希
望
を
か
な
え
る
夢
の
あ
る
東
近
江
市
の
創
⽣

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

３
　
若

い
世

代
が

希
望

を
か

な
え

る
夢

の
あ

る
東

近
江

市
の

創
生

結
婚

・妊
娠

・
出

産
・
子

育
て

を
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

１
　
婚

活
支

援

(1
) 

婚
活

サ
ポ

ー
ト
連

絡
会

運
営

委
託

1
5
0

(1
5
0
)

　
若

者
が

結
婚

し
、
希

望
を

持
っ

て
地

域
に

定
着

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
婚

活
に

取
り
組

ん
で

い
る

ま
ち

づ
く
り
協

議
会

等
の

情
報

共
有

の
場

を
設

け
る

な
ど

、
取

組
の

サ
ポ

ー
ト
を

行
い

ま
す

。
企

画
課

6
1

(2
) 

婚
活

支
援

事
業

補
助

金
5
0
0

(6
0
0
)

　
民

間
事

業
者

等
が

出
会

い
の

場
を

創
出

す
る

イ
ベ

ン
トを

活
発

に
開

催
で

き
る

よ
う
支

援
し

ま
す

。
　
・
１
事

業
１
団

体
に

つ
き

：
参

加
者

3
0
人

以
下

 上
限

1
0
万

円
　
参

加
者

3
1
人

以
上

 上
限

2
0
万

円
企

画
課

6
1

２
　
不

妊
治

療
・
不

育
症

治
療

費
助

成
8
,0

0
0

(8
,0

0
0
)

　
・
特

定
不

妊
治

療
：
県

助
成

の
不

足
分

の
半

額
（上

限
７
万

円
）
を

助
成

　
・
男

性
不

妊
治

療
：
県

助
成

の
不

足
分

の
半

額
（上

限
５
万

円
）
を

助
成

　
・
不

育
症

治
療

：
医

療
保

険
適

用
の

治
療

費
の

自
己

負
担

額
の

半
額

（
上

限
５
万

円
）を

助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医

療
保

険
不

適
用

の
不

育
検

査
費

用
の

自
己

負
担

額
（
1
0
万

円
限

度
）
を

助
成

健
康

推
進

課

1
2
1

３
　
産

後
ケ

ア
事

業
1
,8

0
0

(1
,8

0
0
)

　
心

身
の

不
調

や
育

児
不

安
を

抱
え

る
母

親
の

身
体

的
回

復
と

心
理

的
な

安
定

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、
母

子
と

そ
の

家
族

が
健

や
か

な
育

児
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
　
・
短

期
入

所
　
＠

2
2
,4

0
0
円

（
自

己
負

担
9
,6

0
0
円

）
　
・
通

所
　
　
　
　
＠

1
1
,2

0
0
円

（
自

己
負

担
4
,8

0
0
円

）
　
・
自

宅
訪

問
　
＠

　
4
,0

0
0
円

（
自

己
負

担
1
,0

0
0
円

）

健
康

推
進

課

1
2
1

４
　
中

学
校

３
年

生
ま

で
の

子
ど

も
に

係
る

医
療

費
の

助
成

3
6
6
,1

5
6

(3
6
6
,3

0
0
)

　
中

学
校

３
年

生
ま

で
の

子
ど

も
が

通
院

や
入

院
し

た
場

合
の

医
療

費
を

所
得

制
限

な
し

で
助

成
し

ま
す

。
【
助

成
後

の
自

己
負

担
】

　
未

就
学

児
：
通

院
・
入

院
と

も
に

自
己

負
担

分
無

料
　
小

学
生

・
中

学
生

：
一

部
自

己
負

担
有

　
　
通

院
5
0
0
円

／
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
診

療
報

酬
明

細
書

）
、
調

剤
は

無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

院
1
,0

0
0
円

／
日

 月
額

上
限

1
4
,0

0
0
円

保
険

年
金

課

1
0
3

拡
５
　
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

事
業

4
2
,8

7
6

(4
0
,5

4
0
)

　
乳

幼
児

を
も

つ
保

護
者

の
不

安
解

消
や

子
育

て
情

報
を

提
供

す
る

た
め

、
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

を
設

置
し

、
家

庭
で

の
子

育
て

を
支

援
し

ま
す

。
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

1
0
7

６
　
フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
の

運
営

1
,1

2
2

(1
,1

4
6
)

　
子

育
て

の
手

伝
い

を
し

て
ほ

し
い

人
と

手
伝

い
が

で
き

る
人

を
、

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
が

つ
な

ぎ
役

と
な

り
、
子

育
て

支
援

を
行

い
ま

す
。

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
1
0
5

７
　
見

守
り
お

む
つ

宅
配

便
2
6
,0

8
9

(2
8
,5

8
8
)

　
満

1
歳

未
満

児
を

養
育

す
る

家
庭

を
対

象
に

、
月

額
1
,5

0
0
円

相
当

の
お

む
つ

等
を

専
門

の
宅

配
員

が
声

か
け

を
し

な
が

ら
宅

配
し

、
子

育
て

世
帯

の
見

守
り
と

経
済

的
負

担
軽

減
に

取
り
組

み
ま

す
。

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー

1
0
5

８
　
学

童
保

育
所

の
運

営
4
1
5
,6

7
0

(4
1
9
,4

4
6
)

　
放

課
後

の
児

童
の

生
活

の
安

全
確

保
と

健
全

育
成

を
図

る
た

め
、
学

童
保

育
所

を
運

営
し

ま
す

。
　
・
学

童
ク

ラ
ブ

数
3
9
ク

ラ
ブ

こ
ど

も
政

策
課

1
1
3

項
目

・
事

業
名
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

子
育

て
・
教

育
環

境
を

充
実

し
ま

す

１
　
認

定
こ

ど
も

園
施

設
整

備
1
4
,5

0
0

(7
6
,6

3
6
)

　
待

機
児

童
の

解
消

と
保

育
環

境
の

向
上

の
た

め
、
幼

保
施

設
の

整
備

と
改

修
を

進
め

ま
す

。
《
主

な
内

容
》

　
・
さ

く
ら

ん
ぼ

幼
児

園
改

修
工

事
実

施
設

計

幼
児

施
設

課

1
1
3

２
　
病

児
保

育
室

の
運

営
1
4
,0

0
0

(1
5
,3

9
4
)

　
病

気
中

又
は

病
気

の
回

復
期

の
幼

児
を

一
時

的
に

保
育

す
る

病
児

保
育

室
を

3
 箇

所
で

運
営

し
ま

す
。

　
・
八

日
市

病
児

保
育

室
（
中

野
む

く
の

き
幼

児
園

内
）

　
・
愛

東
病

児
保

育
室

（
愛

東
支

所
内

）
　
・
能

登
川

病
児

保
育

室
（
能

登
川

病
院

内
）

幼
児

課

1
0
7

３
　
保

育
士

確
保

対
策

(1
) 

就
職

フ
ェ

ア
の

実
施

5
0

(5
0
)

　
高

校
生

、
学

生
及

び
潜

在
保

育
士

に
対

し
、
保

育
の

仕
事

説
明

会
や

就
職

フ
ェ

ア
を

開
催

し
、
保

育
士

確
保

に
努

め
ま

す
。

幼
児

課

1
0
7

(2
) 

保
育

士
人

材
確

保
対

策
8
5
,5

4
9

(8
8
,9

8
7
)

　
保

育
士

の
資

格
取

得
の

意
思

の
あ

る
人

材
を

保
育

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

雇
用

し
、
受

験
資

格
に

必
要

な
実

務
を

積
む

こ
と

で
、
東

近
江

市
で

働
く
保

育
士

の
確

保
に

つ
な

げ
て

い
き

ま
す

。
　
・
保

育
サ

ポ
ー

タ
ー

3
6
人

雇
用

　
ま

た
、
保

育
士

の
就

職
や

就
業

継
続

を
支

援
す

る
た

め
、
住

宅
費

用
や

奨
学

金
返

済
費

用
の

一
部

を
補

助
し

ま
す

。

幼
児

課

1
0
7

４
　
民

間
保

育
所

等
へ

の
支

援
2
6
0
,3

5
6

(2
7
2
,0

0
3
)

　
民

間
保

育
所

等
が

実
施

す
る

障
害

児
保

育
、
延

長
保

育
等

の
事

業
に

対
し

て
補

助
し

、
民

間
保

育
所

等
の

運
営

を
支

援
し

ま
す

。
　
・
障

害
児

保
育

 ９
施

設
　
　
　
　

・
乳

児
保

育
 ９

施
設

　
・
低

年
齢

児
保

育
 ９

施
設

　
　
 ・

一
時

預
か

り
 ７

施
設

　
・
延

長
保

育
 ７

施
設

　
　
　
　
　
 ・

保
育

補
助

者
雇

上
強

化
 ７

施
設

　
・
保

育
体

制
強

化
 ５

施
設

　
　
 ・

運
営

補
助

金
 ９

施
設

　
・
週

休
二

日
制

保
育

 ９
施

設
　
・
経

営
安

定
化

 ９
施

設
　
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
運

営
補

助

幼
児

課

1
1
1

５
　
森

里
川

湖
次

世
代

育
成

(1
) 

里
山

保
育

の
推

進
2
,7

9
6

(1
,3

7
3
)

　
幼

少
期

か
ら

身
近

な
自

然
に

ふ
れ

、
楽

し
む

こ
と

を
通

じ
て

、
地

域
へ

の
愛

着
心

を
育

む
こ

と
を

目
的

に
里

山
保

育
を

実
施

し
ま

す
。

環
境

政
策

課
7
1

新
(2

) 
森

里
川

湖
体

験
事

業
6
,0

0
0

(0
)

　
夏

期
休

業
期

間
を

活
用

し
て

、
市

内
の

小
学

生
が

地
域

の
歴

史
文

化
や

豊
か

な
自

然
の

中
で

の
体

験
を

通
じ

て
郷

土
愛

を
育

む
事

業
に

新
た

に
取

り
組

み
ま

す
。

総
合

政
策

課
7
1

(3
) 

森
が

育
む

こ
ど

も
広

場
事

業
4
,6

1
5

(4
,5

3
3
)

　
里

山
で

の
四

季
を

通
じ

た
体

験
の

中
で

、
森

を
楽

し
み

、
自

然
の

う
つ

ろ
い

や
生

命
の

大
切

さ
を

肌
で

感
じ

、
森

と
と

も
に

成
長

し
て

い
く
子

ど
も

を
育

む
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

環
境

政
策

課
7
1

(4
) 

河
辺

い
き

も
の

の
森

の
運

営
1
5
,6

4
8

(1
9
,7

9
8
)

　
河

辺
い

き
も

の
の

森
で

の
体

験
を

通
じ

て
、
人

と
自

然
、
人

と
人

を
つ

な
げ

、
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
を

通
し

て
豊

か
な

心
を

育
む

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
河

辺
い

き
も

の
の

森
2
0
周

年
を

記
念

し
、
次

世
代

に
つ

な
げ

る
森

づ
く
り
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

環
境

政
策

課
7
1

６
　
幼

児
教

育
セ

ン
タ

ー
の

運
営

2
,9

2
1

(3
,5

4
6
)

　
幼

稚
園

、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
等

の
人

材
育

成
を

中
心

に
幼

児
教

育
の

更
な

る
質

の
向

上
や

幼
児

教
育

の
拠

点
と

し
て

幼
児

教
育

セ
ン

タ
ー

を
運

営
し

ま
す

。
幼

児
課

1
0
9

７
　
外

国
籍

児
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

の
実

施
3
,4

6
6

(3
,3

5
6
)

　
文

化
、
習

慣
、
言

葉
の

壁
等

の
課

題
を

少
な

く
し

、
園

児
が

安
心

し
て

園
生

活
を

送
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
外

国
籍

の
園

児
が

多
い

幼
児

園
で

外
国

籍
児

サ
ポ

ー
ト
ル

ー
ム

「に
こ

に
こ

」
を

実
施

し
ま

す
。

幼
児

課
1
0
5
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

８
　
外

国
人

児
童

生
徒

等
教

育
支

援
事

業
3
1
,3

7
8

(3
0
,3

7
6
)

　
日

本
語

教
育

が
必

要
な

外
国

人
児

童
生

徒
が

、
小

中
学

校
で

の
学

校
生

活
を

円
滑

に
進

め
、
早

期
に

適
応

で
き

る
よ

う
、
初

期
の

日
本

語
教

育
や

小
中

学
校

へ
の

適
応

指
導

を
行

い
ま

す
。

　
・
日

本
語

初
期

指
導

教
室

「
い

ろ
は

」
指

導
員

 ４
名

　
・
中

学
校

日
本

語
指

導
員

２
名

　
・
外

国
人

児
童

・
生

徒
等

教
育

支
援

業
務

委
託

学
校

教
育

課

1
8
9

９
　
学

校
施

設
整

備
5
7
,3

7
1

(4
5
,6

0
0
)

　
子

ど
も

の
学

習
環

境
の

充
実

と
改

善
を

図
る

た
め

、
施

設
改

修
を

実
施

し
ま

す
。

《
主

な
内

容
》

　
・
布

引
小

学
校

通
級

指
導

教
室

改
修

　
・
箕

作
小

学
校

・
御

園
小

学
校

・五
個

荘
小

学
校

体
育

館
照

明
改

修
　
・
能

登
川

中
学

校
体

育
館

照
明

改
修

　
他

教
育

施
設

課

1
9
1

1
9
5

1
0
 G

IG
A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

推
進

1
3
3
,0

7
5

(1
5
8
,7

5
4
)

　
タ

ブ
レ

ッ
ト
端

末
を

活
用

し
た

各
種

学
習

に
対

応
で

き
る

環
境

を
維

持
し

ま
す

。
　
・
小

中
学

校
に

大
型

掲
示

装
置

を
導

入
（R

4
～

R
6
）

　
・
ＩＣ

Ｔ
サ

ポ
ー

タ
ー

の
配

置
　
3
名

　
・
小

中
学

校
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
環

境
の

管
理

学
校

教
育

課

1
8
9

拡
1
1
　
学

力
向

上
対

策
2
2
8
,5

1
2

(2
1
8
,3

1
0
)

　
子

ど
も

た
ち

の
確

か
な

学
力

を
育

み
、
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

確
実

に
習

得
す

る
と

と
も

に
、
子

ど
も

達
に

学
習

の
主

体
的

な
学

習
態

度
を

養
い

ま
す

。
　
・
教

科
別

指
導

の
主

な
内

容
　
　
【
国

　
語

】
　
学

校
司

書
の

配
置

　
小

学
校

1
1
名

　
中

学
校

３
名

　
　
【
算

　
数

】
　
個

に
応

じ
た

学
習

指
導

員
の

配
置

 ６
名

（
２
名

増
員

）
　
　
【
英

　
語

】
　
外

国
語

指
導

助
手

（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
の

配
置

　
　
小

学
校

1
1
名

　
中

学
校

９
名

　
　
【
そ

の
他

】
　
中

学
校

教
科

指
導

支
援

員
1
1
名

　
　
　
　
　
　
　
　
 す

こ
や

か
支

援
員

（
低

学
年

指
導

）
1
5
名

（
３
名

増
員

） 
他

　
・
学

力
向

上
検

討
会

議
の

開
催

（
検

証
改

善
委

員
会

、
情

報
活

用
能

力
向

上
委

員
会

、
授

業
改

善
推

進
委

員
会

等
）

学
校

教
育

課
教

育
研

究
所

1
8
7

拡
1
2
　
学

校
問

題
対

策
1
1
9
,6

0
2

(1
1
0
,2

2
3
)

　
児

童
生

徒
の

不
登

校
や

問
題

行
動

、
い

じ
め

な
ど

、
児

童
生

徒
の

悩
み

事
や

子
ど

も
の

成
長

に
関

す
る

相
談

体
制

の
充

実
、
支

援
を

行
い

ま
す

。
　
・
児

童
生

徒
成

長
支

援
室

の
充

実
　
・
中

学
校

生
徒

指
導

支
援

員
1
2
名

　
・
問

題
対

策
支

援
員

２
名

　
・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

３
名

（
１
名

増
員

）
　
短

時
間

勤
務

→
常

勤
化

へ
　
・
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
　
相

談
体

制
強

化
→

相
談

時
間

の
増

学
校

教
育

課

1
8
9

拡
1
3
　
特

別
支

援
教

室
・
通

級
指

導
教

室
の

運
営

1
8
1
,6

3
0

(1
4
8
,5

6
2
)

　
児

童
生

徒
の

個
々

の
障

害
に

応
じ

た
教

育
相

談
体

制
を

確
立

し
、
き

め
細

か
な

指
導

の
充

実
を

図
り
ま

す
。

　
・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

　
小

学
校

7
0
名

(5
名

増
員

）　
中

学
校

６
名

（
１
名

増
員

）
　
・
通

級
指

導
教

室
支

援
員

　
７
名

（
１
名

増
員

）
→

通
級

指
導

教
室

の
増

設
に

伴
う

　
・
看

護
師

２
名

　
・
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

サ
ポ

ー
タ

ー
４
名

（
２
名

増
員

）

学
校

教
育

課

1
8
7
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基
本
⽬
標
４
 
誰
も
が
安
⼼
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
東
近
江
市
の
創
⽣

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

４
　
誰

も
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

豊
か

な
東

近
江

市
の

創
生

１
　
近

江
鉄

道
線

利
用

促
進

、
利

便
性

向
上

対
策

拡
(1

) 
近

江
鉄

道
沿

線
地

域
公

共
交

通
再

生
協

議
会

負
担

金
1
4
3
,0

0
4

(3
,8

2
4
)

　
将

来
に

わ
た

っ
て

近
江

鉄
道

線
を

維
持

存
続

し
て

い
く
た

め
に

県
や

沿
線

市
町

と
協

議
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、
近

江
鉄

道
線

に
係

る
施

設
へ

の
設

備
投

資
及

び
維

持
修

繕
に

係
る

費
用

等
に

つ
い

て
、
県

や
沿

線
市

町
と

共
同

し
て

負
担

し
ま

す
。

公
共

交
通

政
策

課
6
9

(2
) 

近
江

鉄
道

東
近

江
市

特
別

乗
車

券
発

行
1
1
,2

5
6

(1
1
,2

5
6
)

　
本

市
に

と
っ

て
重

要
な

公
共

交
通

機
関

で
あ

る
近

江
鉄

道
の

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、
期

間
限

定
で

特
別

乗
車

券
を

発
行

し
ま

す
。

　
大

人
9
0
0
円

→
5
0
0
円

　
小

人
4
5
0
円

→
1
0
0
円

公
共

交
通

政
策

課
6
9

２
　
バ

ス
生

活
路

線
確

保
・
利

用
促

進
対

策

(1
) 

路
線

バ
ス

維
持

確
保

対
策

8
9
,2

2
1

(8
3
,8

5
1
)

　
路

線
バ

ス
（日

八
線

、
長

峰
線

、
御

園
線

、
神

崎
線

）
を

維
持

確
保

す
る

た
め

、
運

行
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

公
共

交
通

政
策

課
6
9

(2
) 

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
等

運
行

2
2
2
,0

8
2

(1
7
9
,1

1
7
)

　
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

、
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

を
運

行
し

ま
す

。
ま

た
、

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
を

活
用

し
た

少
量

貨
物

運
送

を
行

い
ま

す
。

公
共

交
通

政
策

課
6
9

新
(3

) 
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ
ン

シ
ス

テ
ム

導
入

1
0
,0

0
0

(0
)

　
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

の
利

便
性

を
高

め
る

た
め

、
バ

ス
利

用
者

が
ス

マ
ー

トフ
ォ

ン
や

パ
ソ

コ
ン

を
通

し
て

バ
ス

の
運

行
状

況
等

が
わ

か
る

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

ま
す

。
公

共
交

通
政

策
課

6
9

(4
) 

買
物

お
帰

り
き

っ
ぷ

事
業

3
0
0

(2
5
0
)

　
市

内
商

業
施

設
と

連
携

し
て

、
一

定
の

買
い

物
を

さ
れ

た
人

に
お

帰
り
き

っ
ぷ

と
し

て
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

の
回

数
券

を
配

付
し

ま
す

。
公

共
交

通
政

策
課

7
1

３
　
道

路
の

整
備

6
3
4
,8

3
9

(5
1
7
,4

8
6
)

《
主

な
整

備
箇

所
》

　
・
市

道
整

備
：
能

登
川

北
部

線
、
箕

作
山

線
、
桜

川
石

塔
線

　
他

　
・
街

路
整

備
：
小

今
建

部
上

中
線

（
聖

徳
工

区
）
、
中

学
校

線
（
垣

見
工

区
）

道
路

課

1
6
1

1
6
9

拡
４
　
（
仮

称
）
黒

丸
ス

マ
ー

ト
ＩＣ

設
置

推
進

事
業

3
5
,5

4
0

(1
4
,4

4
3
)

　
（
仮

称
）
黒

丸
ス

マ
ー

ト
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
整

備
の

詳
細

な
調

査
設

計
を

進
め

ま
す

。
広

域
事

業
推

進
課

1
5
9

５
　
生

活
道

路
・
水

路
等

環
境

整
備

3
2
,6

0
0

(3
2
,0

0
0
)

　
自

治
会

が
施

工
す

る
生

活
道

路
及

び
生

活
水

路
整

備
等

に
対

し
て

支
援

し
ま

す
。

　
・
生

活
道

路
環

境
整

備
補

助
 1

3
自

治
会

　
・
生

活
水

路
環

境
整

備
補

助
 2

1
自

治
会

管
理

課

1
6
1

1
6
5

６
　
急

傾
斜

地
崩

壊
対

策
1
0
,0

0
0

(3
5
,9

0
0
)

《
主

な
整

備
箇

所
》

　
・
愛

東
外

町
地

先
管

理
課

1
6
5

７
　
都

市
公

園
修

繕
等

1
5
,8

5
0

(3
5
,2

5
0
)

《
主

な
修

繕
箇

所
》

　
・
雪

野
山

歴
史

公
園

ト
イ

レ
　
他

都
市

計
画

課

1
6
9

項
目

・
事

業
名

地
域

を
結

ぶ
道

路
等

の
都

市
基

盤
整

備
・
輸

送
機

能
の

強
化

を
図

り
ま

す
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

住
み

続
け

た
い

ま
ち

を
つ

く
り
ま

す

１
　
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

活
動

の
支

援

(1
) 

ま
ち

づ
く
り
総

合
交

付
金

3
4
,9

7
6

(3
5
,0

3
1
)

　
市

内
1
4
地

区
の

ま
ち

づ
く
り
を

推
進

す
る

ま
ち

づ
く
り
協

議
会

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
ま

ち
づ

く
り
総

合
交

付
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

ち
づ

く
り
協

働
課

6
7

２
　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
へ

の
支

援

(1
) 

支
え

合
い

・
に

ぎ
わ

い
の

拠
点

づ
く
り
補

助
金

5
,0

0
0

(5
,0

0
0
)

　
世

代
を

超
え

た
支

え
合

い
や

に
ぎ

わ
い

の
拠

点
づ

く
り
に

資
す

る
備

品
を

購
入

す
る

自
治

会
を

支
援

し
ま

す
。

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
7

(2
) 

住
み

続
け

た
い

地
域

づ
く
り
交

付
金

6
0
0

(6
0
0
)

　
若

者
が

地
域

に
定

着
し

、
結

婚
・子

育
て

で
き

る
地

域
づ

く
り
を

目
指

し
、
課

題
の

洗
い

出
し

や
事

業
見

直
し

等
に

取
り
組

む
自

治
会

や
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

に
補

助
し

ま
す

。
　
・
自

治
会

分
 上

限
1
0
万

円
／

ま
ち

づ
く
り
協

議
会

分
 上

限
2
0
万

円

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
7

(3
) 

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

補
助

1
,6

3
0

(1
,6

3
0
)

　
自

治
会

に
よ

る
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

の
設

置
及

び
修

繕
に

対
し

て
助

成
し

ま
す

。
廃

棄
物

対
策

課
1
2
7

(4
) 

除
雪

機
械

購
入

補
助

7
5
0

(7
5
0
)

　
自

治
会

に
よ

る
除

雪
機

の
購

入
に

対
し

て
支

援
し

ま
す

。
　
・
補

助
率

1
/
2
　
上

限
1
5
万

円
道

路
課

1
6
1

３
　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
等

へ
の

支
援

(1
) 

包
括

的
支

援
体

制
推

進
業

務
委

託
料

　
　
（コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

含
む

）
2
,0

2
0

(2
,0

2
0
)

　
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
地

域
の

課
題

解
決

を
図

る
取

組
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
市

民
が

資
金

面
で

支
援

す
る

（
S
IB

）
手

法
の

普
及

を
図

り
ま

す
。

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
7

(2
) 

市
民

活
動

支
援

事
業

委
託

1
4
,0

0
0

(1
4
,0

0
0
)

　
地

域
の

課
題

解
決

に
向

け
て

取
り
組

む
市

民
活

動
団

体
を

支
援

す
る

中
間

支
援

の
体

制
を

整
え

、
人

材
の

育
成

や
活

動
の

相
談

等
を

行
い

ま
す

。
ま

ち
づ

く
り
協

働
課

6
7

(3
) 

わ
く
わ

く
市

民
活

動
支

援
事

業
1
,0

0
0

(1
,0

0
0
)

　
公

益
的

な
活

動
を

す
る

市
民

団
体

の
立

ち
上

げ
や

自
立

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
7

４
　
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（ま

ち
づ

く
り
）
の

活
動

支
援

4
,5

2
0

(3
,3

3
7
)

　
愛

東
地

区
に

お
い

て
、
地

域
に

住
む

誰
も

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り
を

行
う
た

め
、
地

域
の

関
係

者
が

運
営

す
る

小
売

店
舗

と
協

力
し

な
が

ら
、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

支
援

に
取

り
組

む
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
1
人

）
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
ま

ち
づ

く
り
協

働
課

6
7
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

長
期

的
な

視
点

で
施

設
等

の
管

理
や

空
家

対
策

を
進

め
ま

す

１
　
道

路
・
橋

梁
・
ト
ン

ネ
ル

の
長

寿
命

化
1
8
2
,6

0
0

(1
0
1
,5

0
0
)

　
道

路
や

橋
梁

、
ト
ン

ネ
ル

を
的

確
か

つ
効

率
的

に
維

持
管

理
す

る
た

め
、
長

寿
命

化
修

繕
計

画
等

に
基

づ
く
修

繕
及

び
点

検
を

行
い

ま
す

。
管

理
課

・
道

路
課

1
5
9

２
　
市

営
住

宅
整

備
1
0
5
,6

8
0

(2
0
6
,1

7
2
)

《
主

な
整

備
箇

所
》

　
・
市

営
ひ

ば
り
丘

団
地

大
規

模
改

修
（
第

一
期

）
工

事

　
　
（
４
号

棟
外

壁
・
屋

根
改

修
、
６
号

棟
前

駐
車

場
舗

装
改

修
）

住
宅

課

1
7
7

３
　
空

家
等

対
策

(1
) 

住
ま

い
創

生
セ

ン
タ

ー
の

運
営

1
3
,5

1
2

(1
0
,2

9
9
)

　
空

家
と

な
る

理
由

に
は

さ
ま

ざ
ま

な
要

因
が

複
雑

に
重

な
っ

て
お

り
、
利

活
用

を
図

ろ
う
と

し
て

も
そ

れ
ら

複
雑

な
要

因
を

解
消

し
な

け
れ

ば
民

間
流

通
に

の
せ

る
こ

と
が

難
し

い
こ

と
か

ら
、
専

門
家

の
力

を
結

集
し

、
空

家
の

利
活

用
を

促
進

し
ま

す
。

住
宅

課
1
7
5

(2
) 

特
定

空
家

等
対

策
の

推
進

4
,1

4
9

(9
,1

6
3
)

　
相

続
人

調
査

の
実

施
及

び
財

産
管

理
制

度
を

活
用

し
、
特

定
空

家
等

の
対

策
に

取
り
組

み
ま

す
。

住
宅

課
1
7
5

(3
) 

空
家

等
対

策
事

業
補

助
金

2
2
,0

0
0

(2
2
,0

0
0
)

　
空

家
等

を
有

効
活

用
し

た
地

域
活

性
化

や
老

朽
化

の
著

し
い

空
家

等
を

解
体

し
て

安
心

・
安

全
な

ま
ち

づ
く
り
を

推
進

す
る

た
め

、
空

家
等

の
活

用
や

除
却

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

　
・
空

家
等

活
用

モ
デ

ル
事

業
補

助
金

 補
助

率
2
/
3
 上

限
5
0
0
万

円
　
・
特

定
空

家
等

除
却

支
援

事
業

補
助

金
 補

助
率

4
/
5
 上

限
4
0
0
万

円
　
・
認

可
地

縁
団

体
向

け
空

家
等

除
却

費
補

助
金

 補
助

率
1
/
2
 上

限
1
0
0
万

円

住
宅

課

1
7
5

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

を
つ

く
り
ま

す

１
　
防

災
情

報
告

知
放

送
シ

ス
テ

ム
運

用
1
8
,0

0
0

(2
0
,0

0
0
)

　
災

害
時

の
緊

急
情

報
や

身
近

な
行

政
情

報
を

迅
速

に
伝

え
る

た
め

に
整

備
し

た
防

災
情

報
告

知
放

送
シ

ス
テ

ム
を

安
定

的
に

運
用

し
ま

す
。

防
災

危
機

管
理

課
1
8
1

拡
２
　
消

防
団

員
の

処
遇

改
善

6
3
,5

6
0

(5
8
,4

9
0
)

　
消

火
活

動
の

み
な

ら
ず

、
地

震
や

風
水

害
等

の
災

害
時

に
非

常
に

重
要

な
役

割
を

果
た

す
消

防
団

員
の

処
遇

改
善

を
図

り
ま

す
。

防
災

危
機

管
理

課
1
7
9

３
　
自

主
防

災
組

織
育

成
事

業
補

助
4
,2

0
0

(7
,0

0
0
)

　
住

民
が

安
全

な
ま

ち
づ

く
り
を

推
進

す
る

た
め

に
必

要
な

事
業

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

し
ま

す
。

　
・
安

全
な

ま
ち

づ
く
り
自

主
活

動
補

助
金

　
・
自

主
防

災
活

動
補

助
金

　
・
可

搬
式

消
防

ポ
ン

プ
購

入
補

助
金

防
災

危
機

管
理

課

1
8
1

４
　
消

火
栓

設
備

購
入

補
助

5
,1

0
5

(5
,4

0
0
)

　
自

治
会

が
行

う
消

火
栓

設
備

の
購

入
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助
し

ま
す

。
防

災
危

機
管

理
課

1
7
9

５
　
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
耐

震
対

策
事

業
補

助
1
,5

0
0

(1
,5

0
0
)

　
通

学
路

や
避

難
路

等
に

面
し

て
い

る
倒

壊
の

危
険

性
が

高
い

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

撤
去

や
改

修
に

か
か

る
費

用
に

対
し

て
助

成
し

ま
す

。
　
上

限
1
0
万

円
建

築
指

導
課

1
7
1

６
　
交

通
安

全
施

設
整

備
4
1
,5

0
0

(4
0
,5

0
0
)

　
通

学
路

の
安

全
対

策
を

は
じ

め
、
生

活
道

路
の

速
度

抑
制

対
策

や
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
の

設
置

等
交

通
安

全
施

設
を

整
備

し
ま

す
。

道
路

課
1
6
3
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予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

健
康

・福
祉

・
医

療
を

充
実

し
暮

ら
し

を
支

え
ま

す

１
　
地

域
医

療
確

保
対

策
事

業

(1
) 

政
策

的
医

療
交

付
金

2
2
2
,0

0
0

(2
4
3
,0

0
0
)

　
安

定
し

た
地

域
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
能

登
川

病
院

が
行

う
救

急
医

療
及

び
小

児
医

療
、
蒲

生
医

療
セ

ン
タ

ー
が

行
う
総

合
家

庭
医

、
訪

問
診

察
（
看

護
）
及

び
居

宅
介

護
等

の
充

実
を

政
策

的
医

療
と

位
置

付
け

、
指

定
管

理
者

に
対

し
て

交
付

し
ま

す
。

地
域

医
療

政
策

課
1
1
9

(2
) 

滋
賀

医
科

大
学

地
域

医
療

教
育

研
究

拠
点

寄
附

金
6
,0

0
0

(6
,0

0
0
)

　
滋

賀
医

科
大

学
の

地
域

医
療

教
育

研
究

拠
点

事
業

に
お

い
て

、
東

近
江

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

内
に

「
総

合
内

科
学

講
座

」
「
総

合
外

科
学

講
座

」
を

設
置

し
、
医

師
確

保
に

努
め

ま
す

。
地

域
医

療
政

策
課

1
1
9

新
(3

) 
地

域
医

療
連

携
推

進
法

人
負

担
金

3
0
0

(0
)

　
東

近
江

医
療

圏
域

に
お

い
て

新
た

に
設

置
す

る
地

域
医

療
連

携
推

進
法

人
に

お
い

て
、
医

療
機

関
等

相
互

間
の

機
能

の
分

化
及

び
業

務
や

介
護

事
業

の
連

携
を

進
め

る
な

ど
、
質

の
高

い
効

率
的

な
医

療
提

供
体

制
の

確
保

を
目

指
し

ま
す

。
地

域
医

療
政

策
課

1
2
1

(4
) 

診
療

施
設

等
整

備
事

業
　
（※

国
民

健
康

保
険

（施
設

勘
定

）
特

別
会

計
）

3
1
,9

0
0

(7
7
7
,4

0
0
)

　
永

源
寺

診
療

所
の

新
設

に
伴

い
、
旧

永
源

寺
診

療
所

の
解

体
工

事
、
外

構
、
駐

車
場

整
備

を
実

施
し

ま
す

。
地

域
医

療
政

策
課

-

(5
) 

病
院

改
良

事
業

　
（※

病
院

事
業

会
計

）
2
1
0
,2

8
0

(1
2
,0

0
0
)

　
老

朽
化

す
る

市
立

能
登

川
病

院
の

給
水

設
備

改
良

工
事

を
実

施
し

ま
す

。
地

域
医

療
政

策
課

-

２
　
高

齢
者

福
祉

施
設

等
基

盤
整

備
補

助
8
2
,3

0
2

(8
2
,3

0
2
)

　
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
た

め
、
新

た
に

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
整

備
を

行
う
事

業
者

を
対

象
に

、
施

設
の

基
盤

整
備

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

《
施

設
整

備
費

等
補

助
》

　
・
施

設
整

備
費

補
助

　
補

助
率

1
0
/
1
0
 上

限
3
3
,6

0
0
千

円
　
・
開

設
準

備
補

助
　
補

助
率

1
0
/
1
0
 上

限
8
3
9
千

円
×9

床

　
・
対

象
：
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
、
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
所

長
寿

福
祉

課

1
0
1

３
　
障

害
者

総
合

支
援

給
付

事
業

2
,8

6
2
,8

0
0

(2
,7

0
1
,0

0
0
)

　
障

害
者

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

対
し

て
給

付
を

行
い

ま
す

。
障

害
福

祉
課

9
7

４
　
医

療
的

ケ
ア

児
童

通
学

支
援

事
業

助
成

費
1
,9

1
7

(1
,1

9
8
)

　
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

た
め

ス
ク

ー
ル

バ
ス

に
乗

れ
な

い
児

童
生

徒
の

通
学

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
を

図
り
ま

す
。

障
害

福
祉

課
9
7

５
　
小

児
科

学
講

座
（
小

児
発

達
支

援
学

部
門

）
へ

の
支

援
8
,0

0
0

(8
,0

0
0
)

　
滋

賀
医

科
大

学
小

児
科

が
開

設
し

て
い

る
小

児
科

学
講

座
に

協
力

す
る

こ
と

に
よ

り
、
圏

域
に

お
け

る
小

児
の

発
達

障
害

及
び

発
達

支
援

の
医

療
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

1
1
7

1
8
8
,1

6
0

(1
8
8
,7

6
0
)

　
訪

問
介

護
、
通

所
介

護
等

の
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
の

基
準

緩
和

サ
ー

ビ
ス

を
設

け
、
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
幅

広
い

事
業

者
等

が
サ

ー
ビ

ス
の

担
い

手
と

な
る

こ
と

で
、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り
と

介
護

予
防

に
つ

な
げ

ま
す

。
長

寿
福

祉
課

-

７
　
支

え
合

う
地

域
づ

く
り
の

推
進

（
※

介
護

保
険

特
別

会
計

）
1
5
,5

8
6

(1
4
,5

8
6
)

　
生

活
支

援
の

担
い

手
の

養
成

や
利

用
者

と
提

供
者

を
つ

な
ぐ

仕
組

み
づ

く
り
を

支
援

す
る

た
め

、
地

域
支

え
合

い
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

、
地

域
住

民
と

医
療

や
福

祉
の

専
門

職
が

、
地

区
に

応
じ

た
人

材
、
場

所
、
情

報
を

活
用

し
て

支
え

合
う
地

域
づ

く
り
を

進
め

ま
す

。

長
寿

福
祉

課

-

８
　
地

域
生

活
課

題
を

把
握

・
解

決
す

る
体

制
づ

く
り
の

強
化

1
0
,3

0
7

(1
0
,9

8
3
)

　
既

存
の

相
談

支
援

の
取

組
を

い
か

し
つ

つ
、
地

域
住

民
が

抱
え

る
多

様
な

課
題

の
解

決
に

向
け

た
仕

組
み

づ
く
り
を

進
め

ま
す

。
健

康
福

祉
政

策
課

9
1

９
　
健

康
維

持
・
が

ん
患

者
な

ど
へ

の
支

援
健

康
推

進
課

(1
) 

健
康

診
査

、
が

ん
検

診
な

ど
の

実
施

1
1
9
,1

2
9

(1
2
0
,2

1
9
)

　
健

康
寿

命
の

延
伸

と
健

康
格

差
の

縮
小

に
向

け
て

、
が

ん
、
循

環
器

疾
患

、
糖

尿
病

、
Ｃ

 Ｏ
 Ｐ

 Ｄ
 と

い
っ

た
生

活
習

慣
病

の
発

症
と

、
重

症
化

予
防

の
た

め
健

康
診

査
や

が
ん

検
診

を
実

施
し

ま
す

。
1
2
1

(2
) 

骨
髄

等
移

植
ド
ナ

ー
助

成
金

2
1
0

(2
1
0
)

　
休

業
な

ど
に

よ
る

ド
ナ

ー
や

事
業

所
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

し
、
ド
ナ

ー
登

録
の

推
進

お
よ

び
骨

髄
な

ど
の

移
植

の
推

進
を

図
る

た
め

、
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
健

康
推

進
課

1
1
9

(3
) 

が
ん

患
者

ア
ピ

ア
ラ

ン
ス

ケ
ア

助
成

金
5
0
0

(5
0
0
)

　
が

ん
患

者
が

就
労

な
ど

社
会

参
加

を
継

続
で

き
、
療

養
生

活
の

質
が

よ
り
良

い
も

の
に

な
る

よ
う
、
が

ん
治

療
に

伴
う
外

見
（
ア

ピ
ア

ラ
ン

ス
）
の

変
化

の
悩

み
に

対
し

、
医

療
用

等
ウ

ィ
ッ

グ
（
か

つ
ら

）や
帽

子
、
乳

房
補

整
具

の
購

入
費

用
を

助
成

し
ま

す
。

健
康

推
進

課
1
1
9

６
　
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

（
※

介
護

保
険

特
別

会
計

）
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令
和
４
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
説

　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

１
　
市

民
生

活
へ

の
支

援

(1
) 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
事

業
3
7
3
,3

4
5

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
公

共
施

設
等

に
お

い
て

５
歳

以
上

の
市

民
を

対
象

に
迅

速
か

つ
円

滑
な

ワ
ク

チ
ン

接
種

（
１
回

目
か

ら
３
回

目
）
を

実
施

し
ま

す
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
推

進
室

1
2
3

4
5
,0

0
0

　
緊

急
小

口
資

金
等

の
特

例
貸

付
の

利
用

を
終

了
し

た
世

帯
等

に
対

し
て

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

金
」

を
支

給
し

ま
す

。

健
康

福
祉

政
策

課

9
3

２
　
事

業
者

へ
の

支
援

(1
) 

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト資

金
等

利
子

補
給

金
2
4
,0

0
0

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
で

影
響

を
受

け
た

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
へ

の
資

金
繰

り
支

援
策

と
し

て
、
借

り
入

れ
た

資
金

に
対

す
る

利
子

の
１
％

を
３
年

間
補

助
し

ま
す

。
（
上

限
2
0
万

円
/
事

業
者

）
商

工
労

政
課

1
5
1

３
　
保

育
教

育
へ

の
支

援

(1
) 

幼
児

施
設

等
に

お
け

る
感

染
症

対
策

4
3
,6

5
5

　
幼

児
施

設
に

お
い

て
使

用
す

る
感

染
症

対
策

用
品

等
を

追
加

購
入

し
ま

す
。
ま

た
、
遠

足
な

ど
で

感
染

症
対

策
を

図
る

た
め

バ
ス

を
増

便
す

る
ほ

か
、
換

気
に

よ
り
空

調
費

用
が

増
嵩

す
る

た
め

、
電

気
料

等
を

増
額

し
て

対
応

し
ま

す
。
学

童
保

育
所

に
お

け
る

感
染

症
対

策
用

品
等

の
購

入
も

支
援

し
ま

す
。

幼
児

課
幼

児
施

設
課

こ
ど

も
政

策
課

-

(2
) 

小
中

学
校

に
お

け
る

感
染

症
対

策
3
9
,4

5
2

　
小

中
学

校
に

お
い

て
、
修

学
旅

行
等

で
感

染
症

対
策

の
た

め
バ

ス
を

増
便

す
る

ほ
か

、
感

染
症

対
策

の
た

め
実

施
す

る
換

気
に

よ
り
、

空
調

費
用

が
増

嵩
す

る
た

め
、
電

気
料

等
を

増
額

し
て

対
応

し
ま

す
。

学
校

教
育

課
教

育
施

設
課

-

４
　
そ

の
他

の
感

染
症

対
策

(1
) 

そ
の

他
の

感
染

症
対

策
7
5
8

　
各

種
委

員
会

、
審

議
会

等
で

感
染

症
対

策
の

た
め

の
非

接
触

式
電

子
体

温
計

や
消

毒
液

な
ど

の
感

染
対

策
用

品
を

追
加

購
入

し
ま

す
。

-

(2
) 

予
備

費
の

増
額

1
5
0
,0

0
0

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
緊

急
対

応
分

と
し

て
、
予

備
費

を
増

額
し

ま
す

。

2
2
7

計
6
7
6
,2

1
0

項
目

・
事

業
名

(2
) 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

生
活

困
窮

者
　
　
 自

立
支

援
金

給
付

事
業
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国
補
正
予
算
に
よ
り
令
和
３
年
度
に
前
倒
し
て
予
算
化
（
３
⽉
補
正
）

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

令
和

４
年

度
に

前
倒

し
 全

額
 令

和
４
年

度
へ

繰
越

予
定

(1
) 

公
立

認
定

こ
ど

も
園

施
設

整
備

事
業

3
9
0
,6

5
9

≪
主

な
内

容
≫

　
・
ち

ど
り
幼

児
園

整
備

工
事

幼
児

施
設

課

3
1

(2
) 

道
路

長
寿

命
化

事
業

6
5
,9

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
舗

装
工

事
　
　
長

谷
野

布
施

線
、
石

谷
上

二
俣

線
、
新

六
ツ

木
線

　
ほ

か
３
線

道
路

課

3
5

(3
) 

道
路

新
設

改
良

工
事

1
0
0
,2

4
4

≪
主

な
内

容
≫

　
・
妙

法
寺

今
堀

線
、
能

登
川

北
部

線
、
妹

市
ケ

原
線

道
路

課

3
5

(4
) 

交
通

安
全

施
設

整
備

事
業

8
,5

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト
設

置
　
　
小

川
２
号

線
、
田

井
大

塚
停

車
場

線

道
路

課

3
5

(5
) 

街
路

事
業

4
6
5
,5

8
7

≪
主

な
内

容
≫

　
・
小

今
建

部
上

中
線

（
聖

徳
工

区
）
、
中

学
校

線
（
垣

見
工

区
）

道
路

課

3
7

(6
) 

中
学

校
施

設
整

備
事

業
8
8
,8

2
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
湖

東
中

学
校

武
道

場
大

規
模

改
修

教
育

施
設

課

4
1

(7
) 

県
営

土
地

改
良

事
業

6
0
,6

2
7

≪
主

な
内

容
≫

　
・
重

要
水

防
た

め
池

修
繕

事
業

計
画

策
定

業
務

　
・
県

営
土

地
改

良
事

業
負

担
金

農
村

整
備

課

3
3

計
1
,1

8
0
,3

3
7

項
目

・
事

業
名
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